
崎

第

八

号



魯

Ｖ

襲



木

簡

学

会



題
字
　
藤
　
枝

晃
　
刻



目

巻
　
頭
　
一言
―
―
最
後
ま
で
残
る
仕
事
―
―

次

一
九
八
五
年
出
上
の
木
簡

寡寡轟轟寡轟森奮奮奮
凡概

要例
平
城
官

・
京
跡

平
城
京
左
京
三
条
六
坊
七
坪

平
城
京
右
京
七
条

一
坊
十
五
坪

長
岡
京
跡
ω

長
岡
京
跡
②

長
岡
京
跡
③

平
安
京
左
京
三
条
三
坊
十

一
町

平
安
京
左
京
六
条

一
坊
八
町

平
安
京
左
京
九
条
三
坊
十
四
町

平
安
京
右
京
八
条
二
坊
二
町

東

野

治

之

F   ′

辻 小 平 寺 吉 上 清 中 東 橋

森 尾 島 崎 村 水 井  本

裕 俊 政 孝  和 み   義

司 寛 幸 一 伸 直 き 公 潮 則

フア クδ  夕」 クを  クク  ク′  ′δ  ′J  ど
'  7

籍握握墨握凌談談淡轟轟轟
平
安
京
右
京
八
条
二
坊
五
町

鳥
羽
離
官
跡

伏
見
城
跡

西
ノ
辻
遺
跡

観
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寺
遺
跡

犬
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寺

穂
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遺
跡

玉
津
田
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遺
跡

辻
井
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跡

長
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推
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一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
筒

（
八
）

奈
良

・
平
城
官
跡

（第

一
四
次
）

鬼

頭

清

明

肪

奈
良

。
平
城
宮
跡

（第
二
五
次
）

鬼

頭

清

明

崩

愛
知

。
大
渕
遺
跡

愛
知

・
沓
掛
城
跡

静
岡

・
勝
間
田
城
跡

静
岡

・
神
明
原

・
元
宮
川
遺
跡

神
奈
川

。
今
小
路
周
辺
遺
跡

神
奈
川

・
鶴
岡
八
幡
官
境
内
研
修
道
場
用
地

茨
城

・
鹿
島
湖
岸
北
部
条
里
遺
跡

滋
賀

・
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
　
　
　
　
　
徳

滋
賀

・
勧
学
院
遺
跡

滋
賀

。
金
剛
寺
城
跡

滋
賀

・
柿
堂
遺
跡

栃
木

。
法
界
寺
跡

官
城

。
今
泉
城
跡

宮
城

・
富
沢
水
田
遺
跡

岩
手

・
中
尊
寺
伝
二
重
池
跡

岩
手

・
胆
沢
城
跡

青
森

・
浪
岡
城
跡
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次

奈
良

・
平
城
宮
跡

奈
良

。
平
城
営
跡

（第
四
〇
次
）

奈
良

。
平
成
宮
跡

（第
四

一
次
）

中
国
簡
贖
研
究
的
新
動
向

中
国
簡
贖
研
究
の
新
し
い
動
向

倉
札

・
札
家
考

柏
井
遺
跡
出
土
木
簡
の
再
検
討

出
上
の
文
字
資
料
か
ら
み
た
中
世
民
衆
生
活
の
一
面

―
―
草
戸
千
軒
町
遺
跡
を
中
心
に

彙
　
　
報

加 鬼 鬼

藤 頭 頸

清 清

優 明 明

′θB ユθ7 70δ

和 え

田 頭

清

率 明

′ユび ど′を

奈
良

。
平
城
宮
跡

（第
四
三
次
）

奈
良
ｉ
唐
招
提
寺
講
堂
地
下
遺
構

訳

・
菅

谷

李  李原栄
　
原

志
四
原

学

勤

学
　
勤

文

則

秀
三
郎

永
遠
男

重

人

ど28  ′29′63  ′σ′  ′じj



凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
発
掘
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
等
に
つ
い
て
は

編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
原
稿
の
配
列
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
暮
屋
　
「證
」

「龍
」
「
廣
」
「
蓋
」
「應
」
等
に
つ
い
て
は
正
字
体
を
使
用
し
、
具
体
字
は

「井
」

コ
オ
」

「季
」

「赤
」
等
に
つ
い
て
の
み
使
用
し
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

・
幅

。
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
二
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
六
頁
第
１
図
参
照
）。

「
　
」
　

　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す
。

＜

　
　
　
木
筒
の
上
端

。
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

く
く
　
　
　
抹
消
し
た
文
字
で
あ
る
が
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り

原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。



1985年出上の木簡

囲
國
饉
一　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

□
□
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

口
日
国
一　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日
―‐
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

ｘ
　
　
　
　
前
後
に
文
字
の
つ
づ
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
等
に

よ
り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

『
　
』
　

　

異
筆
、
追
筆
。

ヽ
―
　
　
　
合
点
。

・　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔　
〕
　

　

校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
ｃ

マ
マ
　
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

…
…
。
　

　

同

一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
折
損
等
に
よ
り
直
接
つ
な
が
ら

ず
、
中
間
の
文
字
が
不
明
な
も
の
。

＝
　
　
　
　
組
版
の
関
係
で

一
行
の
も
の
を
二
行
以
上
に
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
行
末

。
行
初
に
つ
け
た
も
の
。

＊
　
　
　
　
図
版
に
写
真
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。

一
、
地
形
図
は
原
則
と
し
て
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
使
用

し
図
名
を

（　
）
内
に
示
し
た
。
地
図
中
の
Ｖ
は
木
簡
の
出
土
地
点
を
示
す
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
三
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
簡
の
形
態
を
示
し
、

つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る

（
六
頁
第
２
図
参
照
）。

ｏ
〓
型
式
　
短
冊
型
。

ｏ
５
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損

。
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

Φ
照
型
式

小
形
短
形
の
も
の
。

ｏ
隠
型
式
　
小
形
矩
形
の
材
の

一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

。
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
鴛
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ
謡
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
粥
の
も
の
。

ｏ
望
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
超
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
切
の
も
の
。

ｏ
２
型
式
　
用
途
の
男
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
９
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

０留
型
式
　
折
損
、
腐
数
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

ｏ
置
型
式
　
削
屑
。

広
島

・
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
木
筒
の
型
式
番
号
は
、
広
島
県
車
戸
千
軒



町
遺
跡
調
査
研
究
所

『
草
戸
千
軒
―
木
簡

一
―
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お

そ
の
他
の
中
世
木
簡
に
つ
い
て
は
以
上
の
型
式
番
号
に
適
合
し
な
い
も
の
が

多
い
の
で
、
注
記
を
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

×
位
下
財
椋
人
安
万
呂

×
行
夜
使
”
注
状
故
移
」

泉
進
上
材
十
二
条
中

断
岸
録

第 1図 木簡釈文の表記法

15cm

θ認型式

「＜
武
蔵
国
男
会
郡
余
戸
里
大
贄
鼓

一
斗
天
平
十
八
年
十

一
月
」

厨

躙

國

畷

□

「輩開
飯
錦
雛
一一
婢
　
△
［私
僻
随
麒
請
如
件
」

"∂
型式

蟄

郷
式

日日国口国路
廻

θ2=型式

蕩
奪
密

室

空
多

カ

和
錢
じ
宿
負

θ51型式

99Z型式

第 2図 木簡の形態分類

0       5       1o・
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長
　
　
岸
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大
庭
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員
　
　
青
木
　
和
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門
脇
　
禎
二
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を不
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坪
井
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足

原
　
秀
三
郎

関

　

　

晃
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村
　
　
宏

館
野
　
和
己

橋
本
　
義
則

平
野
　
邦
雄
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本
　
次
郎

狩
野
　
　
久

田
中
　
　
琢

直
木
孝
次
郎

岡
崎
　
　
敬

鬼
頭
　
清
明

田
中
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早
川
　
庄
八
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原
永
遠
男

東
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治
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和
田
　
　
率
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1985年 出上の木簡

太貧

。平
城
京
右
京
七
条

一
坊
十
五
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
六
条
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
九
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
井
　
公

・
森
下
恵
介

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

当
該
地
は
平
城
京
右
京
七
条

一
坊
十
五
坪
の
西
辺
中
央
部
に
あ
た
る
。
西

一

坊
大
路
及
び
同
東
側
溝
を
確
認
し
、
坪
の
内
部
で
は
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物

ｗ
．言
≒
輪
　
　
六
棟
と
井
戸
一
基
に
加
え
て
、

敵 襲

二重茅 1

(奈良・桜井)

書 深 は 用 井 検 初 一

瘍も言鳥房七麗こ

多:影 琵書を2蟹
ごΣ径革曇写昇な
皇曇≡房瘍稜星三
冦量段彊疫方参施

須
恵
器
甕
の
口
縁
部
を
の
せ
、

枠
内
出
上
の
上
器
か
ら
み
て
、

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

そ
の
上
に
い
ま
ひ
と
つ
の
曲
物
を
置
い
て
い
る
。

一
一
世
紀
末
に
廃
絶
し
た
と
推
察
で
き
る
。

①

「湯
屋
□
延
久
参
年
四
月
十
日
」

曲
物
は
、
厚
さ
六
剛
の
薄
板

（檜
材
）
を

一
巡
さ
せ
た
本
体

（径
四
四

・
五
ｃｍ
、

高
さ
一一一〇

・
五
じ

の
両
端
に
範
を
は
め
込
ん
だ
も
の
で
、
底
板
が
は
ず
さ
れ
て

い
る
。
墨
書
は
、
側
板
本
体
の
外
面
中
央
部
に
施
さ
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

「
平
城
京
右
京
七
条

一
坊
十
五
坪
の
調
査
」

Ｇ
奈
良
市

埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
　
昭
和
六
〇
年
度
』
一
九
八
六
年
）

（中
井
　
公
）

墨書曲物(上 )と 井戸全景(下)



木

簡

研

究

巻
頭
言
―
―
中
国
簡
贖
呼
称
に
つ
い
て
の
提
言
―
―
　
　
　
　
　
　
　
大

庭

　

脩

一
九
八
〇
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
左
京
（外
一爪
）
五
条
五
坊
七
坪
　
藤
原
宮

跡
　
稗
田
遺
跡
―
―
下
ツ
道
―
―
　
長
岡
京
跡
　
大
蔵
司
遺
跡
　
西
沖
遺
跡

御
殿

。
二
之
官
遺
跡
　
野
路
岡
田
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
漆
町
西
遺
跡
　
桜

町
遺
跡
　
白
出
橋
遺
跡
　
御
館
遺
跡
　
御
着
城
跡
　
鶴

。
城
山
遺
跡
　
草
戸

千
軒
町
遺
跡
　
野
田
地
区
遺
跡
　
観
世
音
寺
僧
房
跡
　
大
学
府
学
校
院
跡
東

辺
部

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
全
し

平
城
官
跡

（第
二

一
次

。
第
二
二
次
北
）

薬
師
寺

中
国
に
お
け
る
簡
蹟
研
究
の
位
相

庸
米
付
札
に
つ
い
て

静
岡
県
城
山
遺
跡
出
上
の
具
注
暦
木
簡
に
つ
い
て

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
上
の
木
簡
―
―
形
態
を
中
心
峰
―
―

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

下
岡
田
遺
跡
池

田
　

温

狩

野

　

久

原
　
秀
三
郎

志
田
原
重
人



京
都
・平
安
京
左
京
三
条
三
坊
十

一
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
烏
九
通
姉
小
路
上
ル

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
一
一
月
？

一
九
八

一
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
安
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
寺
島
孝

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｔ
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

左
京
三
条
三
坊
十

一
町
の
東
端
中
央
部
に
あ
た
る
。
平
安
時
代
の
後
期
に
は
、

こ
の
地
の
北
側
に
後
鳥
羽
上
皇
の
院
の
御
所
で
あ
る

「
押
小
路
殿
」
、
南
に
は

後
白
河
法
皇
の
院

の
御

所

の

「
三
条
西
殿
」
が
営
ま
れ
、
十

一
町
の
こ
の
地
に
も
、
讃
岐
守
、

佐
渡
守
を
歴
任
し
た
高
階
為
清

が
邸
宅
を
構
え
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。

平
安
時
代
の
遺
構
と
し
て
は

調
査
地
東
端
で

「烏
丸
小
路
」

の
東
側
の
側
濤
と
考
え
ら
れ
る

南
北
の
濤
、
方
形
の
木
組
の
あ
る
井
戸
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。

他
に
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
至
る
数
多
く
の
井
戸
や
土
羨
を
検
出
し
て
い
る

が
、
二
つ
の
上
羨
か
ら
二
〇
数
個
体
の
備
前
焼
の
大
甕
が
出
上
し
た
点
が
注
目

さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
後
半
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
い
ず

れ
も
意
識
的
に
細
か
く
破
壊
さ
れ
て
土
羨
に
投
棄
さ
れ
て
い
た
。

墨
書
の
あ
る
下
駄
が
出
土
し
た
の
は
、
共
伴
し
た
土
師
皿
な
ど
か
ら

一
六
世

紀
末
か
ら

一
七
世
紀
前
半
と
思
わ
れ
る
木
枠
を
も
っ
た
井
戸
で
あ
る
。
土
師
皿

の
他
に
出
上
し
た
遺
物
と
し
て
は
、
美
濃
系
天
目
茶
碗
、
唐
津
系
草
文
皿
、
羽

釜
な
ど
で
、
木
製
品
と
し
て
は
他
に
箸
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔Ｗ）　　　　
「
一　一」

幅
六

・
七
ｃｍ
、
長
さ
約
二
Ｏ
ｃｍ
の
下
駄
２
異
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
大
き

さ
か
ら
み
て
、
女
性
用
か
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

②
古
代
学
協
会

『
平
安
京
跡
研
究
調
査
報
告
第
十
二
韓
　
押
小
路
殿
跡

・
平

安
京
左
京
三
条
三
坊
十

一
町
』
盆

九
八
四
年
）

（寺
島
孝
一
）

(京都東北部)



1985年出上の木簡

京
都
。平
安
京
右
京
八
条
二
坊
二
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
下
京
区
西
七
条
石
井
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
八
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
本
　
体
八
郎

。
加
納
敬
二

・
辻
　
裕
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
を
鎌
倉
時
代

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
上
遺
構
の
概
要

調
査
地
点
は
二
町
の
西
端
及
び
西
靱
負
小
路
に
該
当
し
、
西
市
の
南
東
部
に

隣
接
す
る
。
周
辺
の
地
形
は
南
西
に
向
か
い
緩
傾
斜
を
呈
し
、
調
査
地
点
は
低

位
に
属
す
る
。
小
学
校
敷
地
内

の
施
設
改
築
に
伴
い
事
前
に
発

掘
調
査
を
実
施
し
た
。
当
地
点

周
辺
は
こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査

等
が
実
施
さ
れ
、
木
筒
の
出
土

と
と
も
に
木
質
遺
物
の
遺
存
状

態
が
比
較
的
良
好
な
地
域
と
し

て
周
知
さ
れ
て
い
る
。
調
査
の

結
果
、
西
靭
負
小
路
及
び
四
行

八
門
制
に
よ
る

一
町
内
の
区
画
濤
と
考
え
ら
れ
る
南
北

。
東
西
方
向
の
溝
等
を

検
出
し
た
。
さ
ら
に
西
靭
負
小
路
直
下
で
南
北
方
向
の
流
路
を
検
出
し
た
。
ま

た
西
靭
負
小
路
東
側
溝
の
東
肩
口
に
沿

っ
て
南
北
方
向
の
柱
列
を
、
区
画
溝
の

南
肩
日
に
沿

っ
て
東
西
方
向
の
柱

。
杭
列
及
び
板
材
を
検
出
し
て
い
る
。
出
土

遺
物
か
ら
、
区
画
溝
は
九
世
紀
前
半
、
流
路
は
九
世
紀
前
半
か
ら
後
半
、
西
靭

負
小
路
は
九
世
紀
前
半
か
ら

一
〇
世
紀
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
は
各
遺
構
力、
ら
、
木
器

・
土
器

・
輸
入
陶
磁
器

・
瓦

・
銭
貨

。
金
属
製

品

・
骨

。
種
実
等
が
出
上
し
た
。
出
土
量
は
豊
富
で
あ
り
、
内
容
は
多
岐
に
わ

た
る
。
木
簡

。
削
屑
は
九
七
点
出
上
し
た
。
木
簡
は
区
画
溝
か
ら

一
五
点
、
流

路
か
ら

一
三
点
、
西
靭
負
小
路
西
側
溝
か
ら

一
点
、
ま
た
削
屑
は
区
画
溝
か
ら

六
三
点
、
流
路
か
ら
五
点
出
土
し
て
い
る
。
ω
ｉ
側
は
区
画
溝
、
働
を
例
は
流

路
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔進
≧

ω

　

□
薬
供
□
其
事
甚
重

回
□
皇
□
回
□
□
皇
□

〔大
子
ヵ
〕

（
μ］
∞
）
×
∞
∞
Ｘ
∞
　
〇
∞
岸　
　
Ｘ

〔寧
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔道
ヵ
】

□
□
不
不
寧
受
不
従
有
道
道
道
□
道

□
薬
供
進
其
事
甚
重
　
　
□
　
　
　
」
　

（］じ

滋
ィ
”
ｏ‘

＊

(京都西南部)



Ｏ
　
ｏ
「如
来
衆
来
栞
是
え
提
永
小
合
衆
生
生
生
合
　
　
嗜
孔
」〉

，

一
「縛
前
連
廣
浜
浜
浜
家
雲
屠
霜
襟
邸
吼
緋
邸
啄
梯
暗
↓
」

〕
轡
ｏ
×
や
ミ
×
�
　
０
０
μ
　
Ｘ

14)l10  191 o) (7) (0

te lkD lle     to    llo

名
十
五
日

名
九
く
八
十

一

一
な
く
暉
吐
Ш
・ヵ〕

八
九
七
十
・一
一

Ж
五
十
四
　
五
九
四
十
ｘ
」

三
百
文
六
五
一置

「継
□〔酔
己

「
田
斎
廣
廣
應
應
鷹
鷹
嬬
鷹
」

（
騨
０
「
）
Ｘ
騨
卜
Ｘ
⇔
　
Ｏ
μ
∽

七
と
ハ岳
噺
〕解〇ミ

Ｘ

μ
ド
Ｘ
峙
　
Ｏ
μ
μ

Ｏ
ヽ
×

μ
ド
Ｘ
や
　
０
中
い

Φ
Φ
×
ф
Ｏ
・×
や
　
Φ
頓
い

（
μ
『
ミ
）
Ｘ

い
∞
×

〕
　

〇
”
い

や
ミ
μ
Ｘ
い
〇
・Ｘ
卜
　
一
枷
い

（ドヽ
∞
）
×
騨Φ
Ｘ
∞
　
〇いＣ

（∞⇔『
）
Ｘ
（や０
）
×
卜
　
〇∞
ド

ハ
ツ
れ
撃

□

目緯
カ

（ドμＯ）
Ｘ
〕∞
×
〕
　
〇∞
μ

含
驚
）
ｘ
合
じ
×
釦

常
ト

Ｏ
Φ
】

Ｏ
Φ
巨

「天
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
醗
唯

０
　
。
「有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
，
払
唖

名
日
―Ｉ
Ｈ
□
〔酢
下
有
有
有
有
有

⑫　
・□
有
有
有
有
有
払
暗

。

日

担

〔文
武
ヵ
〕

□
□
回
同
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
回
□
□
楚

〔皇
皇
ヵ
〕

錮田□
〔座
こ

□
日
□

皇
□
□

天
天
天
天
天

天
天
天
一「伸渤〕

際
剛
配　
大

□
酢
ヵ〕

回

23

3  3



1985年出上の木簡

120    90    1221

l・341   1331

80    991    1281    1271

之
□

□
味

廣

〔日
ヵ
Ｘ
時

ヵ
〕

大
同
二
年
十
二
月
十
□
□
申
□
ｘ

□〔離
記
伍
□
□
□
□
」

〔十
ヵ
〕

×
□
三
日
物
忌

「□
古
万
呂
上
米
五
斗
五
合

□
斗
＜
」

名
買
物
□
回

名
笹
口
日
Ｈ
□

〔連
ヵ
〕

・
葛

一
回
□
」

。
日

巴

」

川
□
□

（Φ∞
）
×
やヽ
Ｘ
］　　Ｏ
μＯ

（卜
∞）
Ｘ
（μ卜
）
×
牌　　〇釦Φ

（『
伽
）
×
（Ｐ∞
）
×
∞　　〇∞
Ｐ

働
　
解
馳
思
募
醜
酬
紀
□

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
Φ
ド

Ｏ
Φ
μ

（や
ドヽ
）
×
ヽ
〇
×
⇔　　
〇
∞
Ｐ

（ヽ
伽『
）
×
卜
］
×
、
　　
〇
枷Φ

（Φや
）
×
ゃ
∞
×
ヽ
　　
〇
∞
Ｐ　
　
キ

（
μ
μや
）
×
μΦ
×
∞　
　
〇
枷
Ｐ

（『
”
）
×
μΦ
×
ゃ　
　
〇∞
Φ

評
酢
配日
回

。
大
大
日
目
□
□
□

。

日

日

（
中
解∞
）
×
∞
Ｘ
『　
　
〇
∞
〕

〔乃
心
及
≧

□
□
□
□

〔請
火
申
圭

□
□
□
□
□

（μ卜⇔
）
×
］〇
×
卜
　
〇∞
μ

Ｏ
Φ
μ

Ｏ
Φ
μ

Ｏ
Φ
μ

（
辻
　
裕
司
）



京
都
・平
安
京
右
京
八
条
二
坊
五
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
下
京
区
梅
小
路
西
中
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）

一
〇
月
ｉ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
村
正
親

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ぞ
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
上
水
道
配
水
管
敷
設
に
伴
う
立
会
調
査
で
あ
る
。
調
査
位
置
は
平

安
京
復
原
条
坊
図
で
は
、
八
条
坊
門
小
路

・
梅
小
路

・
西
靱
負
小
路
な
ど
の
部

分
に
あ
た
る
。
西
靭
負
小
路
想

定
線
上
で
八
条
通
か
ら
五
〇
ｍ

北

へ
上

っ
た
地
点
で
、
木
棺
墓

を
検
出
し
た
。
木
棺
墓
は
地
表

下
七
〇
を

一
二
〇
鋼
の
深
さ
に

酬
あ
り
、
南
北
方
向
に据
え
ら
れ

晒
て
い
た
。
掘
削
時
に
は
半
分
程

ツ
●僚
度
し
か
検
出
で
き
ず
、
旧
管
雑

去
後
に
残
り
半
分
を
取
り
出
し

た
。
周
囲
の
上
壌
は
灰
色
の
泥
上
で
あ
り
、
木
製
品
の
保
存
に
は
最
適
で
あ

っ

た
。
棺
の
下
に
は
三
列
の
一
〇
ｉ
二
〇
ｃｍ
の
角
材
を
並
べ
、
小
日
部
は
板
の
上

を
薄
い
曲
げ
板
で
お
お
っ
て
い
た
。
全
体
は
上
方
か
ら
の
上
圧
に
よ
っ
て
押
し

つ
が
さ
れ
、
二
枚
の
板
が
重
な
っ
て
い
た
。
内
部
に
は
板
に
付
着
し
た
骨
片
が

あ
り
、
板
に
は
梵
字
及
び
仏
名
が
書
か
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

上
半
分
は
腐
蝕
が
進
行
し
て
判
読
で
き
な
い
所
が
多
い
。
梵
字
と
は
ウ
ン
、

２
は
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
磯
大
悲
陀
羅
尼
の
一
節
か
、
３
は
勢 (1)部 分



1985年出上の木簡

至
菩
薩
の
種
子
か
、
４
は
十

一
面
観
音
小
呪
、
５
は
オ
ン
、
６
は
阿
弥
陀
如
来

の
種
子
、
７
は
八
字
文
殊
真
言
、
８
は
観
音
善
薩
の
種
子
、
１０
は
大
随
求
陀
羅

尼
、
Ｈ
は
滅
罪
真
言
で
あ
る
。
こ
の
他
に
十

一
面
根
本
真
言
の
梵
字
を
書
い
た

断
片
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
す
る
と
天
台
宗
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
下
段
の
南
元
元
量
光
仏
以
下
は
十
二
光
仏
で
あ
り
、
欠
失
し
て
い
る
二
仏

①
　

「
　
　
　
　
唯
□
□
回
□
唯
□
縛
底

（梵
字
１
）

（
梵
字
２
）
日
日
―Ｉ
Ｈ

Ｉ‐
日
Ｈ
□

南
元
胎
蔵
界

南
元
金
剛
界

縛
達
磨

（梵
字
３
）
（梵
字
４
）

は
無
対
光
仏
と
歓
喜
光
仏
で
あ
る
。

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
木
下
密
運
氏
の
ご
協
力
を
え
ま
し
た
。

９
　
関
係
文
献

側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『
昭
和
五
七
年
度
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

概
要
』
盆

九
八
四
年
）

〔光
〕
□
明
真
言

〔我
等
〕

日
□
与
衆
生
皆
共
成
仏
道

南
元
不
動
明
王

南
元
弥
勒
害
薩

南
元
□
□
菩
藍

南
元
虚
空
蔵
菩
薩

南
元
大
勢
至
菩
薩

南
元
元
量
光
仏

×
光
仏

南
元
清
浄
×

南
元
智
恵
光
仏

南
元
辺
光
仏

繭
所晰職
随
仏
十遍 南

元
尺
迦
牟
尼
仏〔菩
薩
〕

南
元
文
殊
師
利
□
□

南
元
地
蔵
菩
薩

南
元
竜
樹
菩
薩
〔音
菩
薩
〕

南
元
大
悲
観
世
日
日
□

南
元
く
凝
光
仏

南
元
光
炎
光
仏

【断
〕

南
元
不嗣
緋
郎

南
元
難
田削
刑
⊆

南
元
超
同
日
日
日
一

（
梵
宇
５
）

（梵
字
６
）

（梵
字
７
）

（梵
字
８
）
三
味
耶
薩
恒
錢

（梵
字
９
）
若
聞
法
者
無

一
不
成
仏

妙
法
蓮
華
経

（梵
字
１１
）

南
無
平
等
大
会

一
乗
妙
法
蓮
華
経

一
切
衆
生
皆
成

仏
道
南
元
西
方
極
楽
浄
土
阿
弥
仏

（梵
字
Ю
）

Ｐ
『
μ
や

Ｘ

”
∞
Ｏ

Ｘ

μ
ヽ

　

〇
⇔
μ

（昔
村
正
親
）



京
都
。鳥
羽
離
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
伏
見
区
竹
田
浄
菩
提
院
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
餓
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
磯
部
　
勝

。
鈴
木
久
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
離
宮
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

鳥
羽
離
官
跡
の
発
掘
調
査
は
、　
一
九
六
〇
年
か
ら
行
わ
れ
、
現
在
ま
で
に
一

一
九
次
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
下
水
道
管
敷
設
工
事
に
と

も
な
い
実
施
し
た
調
査
で
、
調

査
地
は
鳥
羽
離
官
跡
東
殿
に
推

定
さ
れ
る
地
区
で
、
現
在
の
近

衛
天
皇
陵

（安
楽
寿
院
南
陵
）
の

西
側
に
位
置
す
る
道
路
内
で
あ

る
。
木
簡
は
、
第
四
四

。
一
一

二
次
調
査
で
検
出
し
た
突
堤
状
遺
構

（近
衛
天
皇
陵
を
囲
う
よ
う
に
め
ぐ
る
）
の
上

留
め
跡
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
外
側
埋
土
か
ら
出
上
し
た
。
土
留
め
跡
は
南
北

方
向
に
検
出
さ
れ
、
工
法
は
杭
を
打
ち
込
み
、
竹
を
絡
ま
せ
行

っ
て
い
る
。
打

ち
込
ま
れ
て
い
た
杭
は
面
取
り
が
し
て
あ
り
、
竹
は
半
裁
さ
れ
横
方
向
に
用
い

て
い
る
。
検
出
し
た
の
は
七
段
で
高
さ
三
〇
ｃｍ
を
測
る
。
共
伴
遺
物
に
は
土
師

器
皿
、
瓦
器
塊
な
ど
平
安
時
代
後
期
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
検
非
違
所
別
当
弐
尺
□
」
　

　

　

　

　

⇔解マ

マヽ
ト
ョ

ス
ギ

出
上
し
た
の
は
一
点
だ
け
で
、
形
態
は
、
長
方
形
の
板
材
の
上
端
部
を
山
形

に
削
り
、
下
端
部
は
左
右
か
ら
削
り
尖
ら
せ
る
。
文
字
は
上
端
か
ら
三
分
の
一

ま
で
書
か
れ
て
お
り
、
同
じ
く
三
分
の
二
の
所
に
左
右
か
ら
の
切
込
み
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

餓
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『
増
補
改
編

。
鳥
羽
離
宮
跡
』
盆

九
八
四
年
）

京
都
市
文
化
観
光
局
・
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
『蔦
羽
離
宮
跡
発
掘

調
査
概
報
』
全

九
八
六
年
）

（磯
部
　
勝

・
鈴
木
久
男
）

(京都東南部)



京
都
。伏
見
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
伏
見
区
桃
山
町
金
森
出
雲

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６‐
）
一
月
を
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
小
森
俊
寛

。
上
村
憲
章

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
桃
山
時
代
ｉ
江
戸
時
代
初
頭

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伏
見
城
は
、
文
禄
五
年

（
一
五
九
一Ｃ

豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
桃
山
丘
陵
に
築
城

が
始
め
ら
れ
、
元
和
九
年

（
三
全
〓
し
に
廃
城
と
な
る
ま
で
三
〇
年
弱
の
期
間

地
で
、
北
は
毛
利
橋
通
り
に
面

し
て
い
る
。
桃
山
丘
陵
の
中
央

か
ら
西
に
延
び
る
支
丘
陵
上
に

位
置
し
、
大
名
屋
敷
が
構
え
ら

れ
た
地
域
に
あ
た
っ
て
い
る
。

又
、
当
地
は
、
縄
文
時
代
の
金

森
出
雲
遺
跡
、
奈
良
時
代
か
ら

鶴礎
雌
鑑
緊
院

隋巽
碑
鉛
斜

平
安
時
代
後
期
と
さ
れ
る
御
香
官
廃
寺
跡
等
の
遺
跡
が
重
複
す
る
地
域
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
に
当
地
が
宅
地
造
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
造
成
工
事
に

先
だ
っ
て
試
掘
調
査
を
行
い
、
近
世
初
頭
の
問
跡
を
始
め
、
古
代
か
ら
中
世
の

遺
構

・
遺
物
等
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

伏
見
城
の
存
続
し
た
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
の
遺
構
は
、
厚
い
整
地

層
の
上
面
に
造
ら
れ
て
お
り
、
門
跡

。
石
組
井
戸

・
溝

・
掘
込
み
等
を
検
出
し

て
い
る
。
関
跡
は
、
礎
石
な
ど
の
基
礎
的
な
部
分
及
び
石
垣
等
が
澄
存
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
門
跡
に
は
炭

・
焼
け
瓦
を
合
む
焼
土
層
が
直
接
被

っ
て
堆
積
し
て

お
り
、
焼
け
落
ち
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
焼
土
層
出
上
の
軒
瓦
に
は
、
瓦
当
面

に
金
箔
が
残
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
門
跡
は
、
大
名
屋
敷
の
西
門
に
あ

た
る
も
の
で
あ
る
う
。
木
簡
が
出
上
し
た
掘
込
み
は
、
門
跡
の
東
方
に
あ
た
る

屋
敷
敷
地
内
に
掘
ら
れ
て
お
り
、
東
西
約

一
七
ｍ
、
深
さ
約
二
ｍ
を
測
る
規
模

の
大
き
な
遺
構
で
あ
る
。
た
だ
、
南
北
方
向
に
つ
い
て
は
約
六
ｍ
を
検
出
し
た

に
と
ど
ま
り
、
全
長
は
不
明
で
あ
る
。
遺
構
内
か
ら
は
、
下
駄
、
箸
、
箆
、
折

敷
、
曲
物
の
木
器
や
漆
器
杭
と
と
も
に
、
瀬
戸

。
美
濃

・
信
楽

。
備
前
な
ど
の

茶
陶
を
含
む
国
産
陶
器
類
、
刀
、
小
柄
な
ど
の
金
属
製
品
等
が
出
上
し
て
い
る
。

ま
た
土
師
器
等
の
上
器
類
も
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
て
お
り
、
桃
山
時
代

か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
比
定
さ
れ
る
遺
物
群
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

1985年出上の木簡

(京都東南部)



①
　
。
日
日

日
□

中
将
御
覧
　
は
く
衛
門

大
さ
か
み

」

名
中
日
――
□
　
日
日
――
□

日

□

な

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
、
ド
×
］
Ｎ
Ｘ
Ｎ
　
Ｏ
出
Ｐ

②

　

「
遠
□

〔石
ヵ
〕

ま
す

一
つ
垣
□
右
衛
門
尉
」
　

　

　

　

∞］ズ
∞露
、
目

ω
に
は
中
将
と
見
え
る
が
、
伏
見
城
の
存
続
し
た
期
間
に
中
将
の
官
職
を
授

け
ら
れ
て
い
た
武
将
は
、
井
伊
直
孝
、
織
田
信
雄
、
佐
竹
義
宣
、
島
津
家
久
の

四
人
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（原
山
充
志
）



1985年出上の木簡

ほ

づ
み

大
阪
・穏
積
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
豊
中
市
服
部
南
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
七
月
？
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
中
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
上
雅
則

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
を
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

穂
積
遺
跡
は
、
猪
名
川
、
天
竺
川
、
神
崎
川
な
ど
の
大
小
河
川
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
沖
積
平
野
に
立
地
す
る
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
に
亘
る
複

合
遺
跡
で
あ
る
。
周
辺
に
は
勝

部
遺
跡
、
日
能
遺
跡
、
庄
内
遺

跡
な
ど
学
史
的
に
も
著
名
な
遺

跡
が
点
在
し
、
ま
た
、
大
阪
府

指
定
史
跡
の
春
日
大
社
南
郷
目

邸

代
今
西
氏
屋
敷
に
所
蔵
さ
れ
る

剛
　
『今
西
家
文
書
』
よ
り
、
摂
関

欲

家
領
垂
水
西
牧
榎
坂
郷
に
含
ま

れ
る
事
が
判
明
し
て
お
り
、
考



古
学
と
文
献
と
を
対
比
す
る
上
で
も
、
非
常
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
遺
跡
は
、
昭
和
初
年
に
地
元
の
住
民
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
戦
前
に
は
弥

生
時
代
後
期
の
上
器
を
、
こ
の
遺
跡
名
に
因
ん
で

「穂
積
式
」
と
称
し
、
畿
内

の
後
期
弥
生
土
器
を
指
す
も
の
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
学
界
で

も
著
名
な
遺
跡
と
な
っ
た
。
し
か
し
発
見
以
来
本
格
的
な
調
査
も
さ
れ
ず
、
遺

跡
の
実
体
が
不
明
の
ま
ま
五
〇
年
余
り
も
経
過
し
た
。

近
年
に
至
っ
て
、
数
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前

期
の
良
好
な

一
括
出
土
土
器
群
や
、
桜
井
谷
編
年
Ｉ
卜
２
の
須
恵
器
を
伴
う
径

一
八
ｍ
の
削
平
さ
れ
た
円
墳
、
鎌
倉
時
代
の
掘
立
柱
住
居
跡
、
井
戸
、
条
里
制

の
坪
境
と
考
え
ら
れ
る
溝
を
検
出
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
う
調
査
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
曲

物
を
転
用
し
た
井
戸
、
掘
立
柱
住
居
跡
、
溝
を
検
出
し
た
。
溝
は
東
西
に
走
行

し
、
幅
二
ｍ
、
深
さ
五
〇
帥
を
測
り
、
堆
積
埋
土
よ
り
流
水
路
と
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
こ
の
溝
よ
り
出
上
し
、　
一
四
世
紀
初
頭
に
比
定
さ
れ
る

瓦
器
塊
、
土
師
器
皿
が
共
伴
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
□
□
日
国
　
　
ゑ

□
日
日
日
□
□
□

□
□

　

　

　

□
」

上
部
、
側
辺
を
欠
損
し
て
い
る
。
判
読
で
き
る
文
字
は

「
ぬ
」
だ
け
で
あ
る

が
、
左
右
の
最
初
の
字
形
が
類
似
し
て
い
る
た
め
、
同
じ
文
章
が
数
行
記
さ
れ

て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
尚
、
裏
面
に
も
墨
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、

文
宇
で
あ
る
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
。

（田
上
雅
則
）

□□□

□匡コ

□□

横
書

（〇〇
）
×
（］Φ
）
×
的　
　
〇
∞
μ

一鶴

伸

,′

11

花フ甲
η
掲



丘障
・
辻
井
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
辻
井
字
山
之
脇

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
四
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
博
利

。
秋
枝
　
芳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ぞ
平
安
時
代

７
　
迫還
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
白
鳳
時
代
創
建
の
寺
院
跡
と
し
て
著
名
で
、
旧
夢
前
川
の
形
成
し
た

沖
積
平
野
に
立
地
す
る
。
標
高
は
約

一
九
ｍ
で
あ
る
。
姫
路
市
教
育
委
員
会
は

昭
和
五
七
年
か
ら
市
道
安
室
バ

イ
パ
ス
エ
事
に
伴
い
発
掘
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五
七

年
の
調
査
で
掘
立
柱
建
物
跡
、

土
羨
、
井
戸
、
溝
等
が
検
出
さ

れ
た
。
井
戸
内
よ
り
多
量
の
須

恵
器
と
共
に
木
簡
が
三
点
出
土

し
た
。
今
回
の
調
査
は
前
回
調

査
地
の
東
約

一
五
〇
ｍ
に
位
置

す
る
。
調
査
の
結
果
、
東
端
部
よ
り
旧
夢
前
川
の
跡
と
推
定
さ
れ
る
河
川
跡
が

検
出
さ
れ
、
木
製
品
等
が
多
数
出
土
し
た
。

旧
河
川
は
西
北
か
ら
南
東
の
名
古
山
方
向

へ
の
流
れ
を
示
し
て
お
り
、
川
幅

六
〇
ｍ
以
上
、
深
さ
は
約
三
ｍ
で
あ
る
。
旧
河
川
内
堆
積
土
は
下
か
ら
黒
色
シ

ル
ト
層

（弥
生
時
代
中
期
後
半
）、　
灰
色
ツ
ル
ト
下
層

（
七
世
紀
初
頭
）、　
灰
色
ン

ル
ト
上
層

（
八
世
紀
前
半
）、　
明
る
い
灰
色
ン
ル
ト
層

（九
世
紀
後
半
を
一
〇
世
紀

初
頭
）
等
で
あ
る
。
特
に
、
灰
色
ン
ル
ト
上

・
下
層
よ
り
馬
形

。
人
形

。
舟
形

。
斎
串
等
の
木
製
祭
祀
遺
物
が
多
数
出
上
し
た
。

木
簡
は
い
ず
れ
も
灰
色
シ
ル
ト
上
層
よ
り
木
製
模
造
品
。須
恵
器
・土
師
器
と

共
に
出
上
し
た
。
こ
の
上
層
よ
り
木
簡
以
外
に

「大
井
」
「井
戸
」
「
殿
」
「大

家
」
「
夫
」
「
力
」
「令
」
等
の
墨
書
土
器
が
二
三
点
出
上
し
た
こ
と
は
注
目
さ

れ
よ
う
。
特
に

「
夫
」

「
力
」
の
墨
書
土
師
器
は
昭
和
五
七
年
検
出
の
井
戸
内

の
墨
書
土
師
器
と
極
め
て
類
似
し
た
字
体
で
あ
る
。
河
川
内
堆
積
土
は
比
較
的

早
い
段
階
に
陸
化
し
、
そ
の
上
壌
面
の
い
く
つ
か
に
足
跡
、
畦
畔
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
水
田
に
利
用
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
今
後
、
木
製
模
造
品
の
祭

祀
の
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

８
　
木
衝
の
釈
文

。
内
容

□
磨
□
内
□
□

□
二
斗
止
田
　
」

（∞
騨）
Ｘ
Ｐ『
×
ト

（
滓中
∞
）
×
〕卜
Ｘ
『

(龍 野)



1985年出上の木簡

□

・
□
日
日
□
回
月
□
□

④

　

「□
□
□
□
　
　
□

②
と
⑥
は
直
接
接
続
し
な
い
が
、

④
は
習
書
で
あ
る
う
か
。

□
同

一

（
μ『］
）
×
Ｎ∞
×
『　　Φ∞
岸

□

　

□

（∞ヽ
卜
）
×
∞ヽ
×
∞　
　
〇
〕Φ

木
筒
の
断
片
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
山
本
博
利

・
秋
枝
　
芳
）

４



1985年出上の木簡

「大
伴
」
「夫
」
の
墨
書
土
器
多
数
出
土

―
―
兵
庫
県
教
育
委
員
会

『
丁

。
柳
ケ
瀬
遺
跡
発
掘
報
告
書
』

一
九
八
五
年
に
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
十
冊
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
同
書
に
よ
る
と
、
七
点
の

「
大
伴
」
、

一
一
点
の

「
夫
」
、
そ
の
他

「
椋
遁
」
「
殿
」
な
ど
の
墨
書
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。
「
大
伴
」
は
平
城

官
、
多
賀
城
、
姫
路
市
辻
井
遺
跡
で
み
つ
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
土
器
は

い
ず
れ
も
奈
良
時
代
の
も
の
。

本
文
編

（本
文
二
四
八
頁
。
図
版
七
一一図
）
図
版
編

（
一
〇
七
図
）。

申
込
先
　
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
四
丁
目
十
六
番
三
号

兵
庫
県
文
化
協
会
　
頒
価
　
一
一
〇
〇
〇
円

４



1985年出上の木簡

安
時
代

７
　
注退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
の
所
在
す
る
佐
用
町
は
、
播
磨
の
西
北
端
に
位
置
し
、
歴
史
的

・
地

な
が
　
お

お
き
　
た

丘置
。長
尾
沖
田
遺
跡

654321

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
佐
用

。
長
尾

一
九
八
五
年

（昭
６０
）
五
月
を
八
月

兵
庫
県
教
育
委
員
会

大
平
　
茂

。
村
上
賢
治

集
落
跡

・
寺
院
関
連
遺
跡

糸
生
時
代
中
期
ぞ
古
墳
時
代
前
期
、
奈
良
時
代
後
半
ｉ
平

理
的
に
古
来
か
ら
交
通
の
要
衝

（美
作
路

・
因
幡
路
）
で
あ
る
。

遺
跡
は
、
千
種
川
支
流
の
佐

用
川
右
岸
、
標
高
約

一
一
〇

ｍ

の
台
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。

ま
た
同
台
地
西
に
は
、
白
鳳
時

代
の
創
建
と
考
え
ら
れ
る
長
尾

廃
寺
の
塔
心
礎
が
残
存
す
る
。

調
査
は
、
県
土
木
道
路
改
良

　

４

(佐 用)



事
業
に
伴
う
事
前
調
査
で
、　
一
九
八
三
年
に
続
く
第
二
次
全
面
調
査
で
あ
る
。

木
簡
と
関
連
す
る
遺
構
に
は
、
平
安
時
代
初
頭
の
直
線
道
路
（現
存
長
一
七
〇

ｍ
、
幅
約
二
・
五
ｍ
で
さ
ら
に
北
に
延
び
る
も
よ
う
）
と
捨
れ
に
付
設
さ
れ
た
溝

（幅

約
一
・
五
ｍ
、
深
さ
約
三
〇
帥
）
が
あ
る
。
道
路
上
面
は
、
礫
及
び

一
部
瓦
片
（長

尾
廃
寺
の
も
の
）
を
敷
き
、
低
湿
地
部
で
は
丸
太
材
を
横
に
な
ら
べ
、
そ
の
上
を

河
原
石
と
土
砂
で
被

っ
て
構
築
し
て
い
る
。

木
衝
は
、
低
湿
地
部
の
道
路
西
側
溝
か
ら
、
多
数
の
木
製
品

。
木
片
と
共
に

出
上
し
た
。
そ
の
他
出
土
遺
物
は
、
「
川
辺
」
「中
殿
」
と
記
す
墨
書
土
器
二
点
、

斎
串
四
点
、
木
製
鋤
模
造
品

一
点
、
馬
歯
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

⑪
　
。
「
奴
□
□
□
毎
里

。
「［山‐‐‐‐日山‐‐山‐‐
山‐‐日日日‐‐‐‐‐‐］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］∞∞）
×
（卜∞）
×
∞　　ＯμΦ

②

　

日
日
日
回
天

マ
×
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（ｅ

大
ё

議

ｏ驚

ω

。
②
と
も
わ
ず
か
に
墨
痕
が
残
る
の
み
で
、
肉
眼
判
読
は
不
可
能
で
あ
る
。

釈
読
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
鬼
頭
清
明
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『長
尾
沖
田
遺
跡
現
地
説
明
会
資
料
』
盆

九
八
五
年
）

同

『
ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡
　
７
号
』
盆

九
八
五
年
）

（大
平
　
茂
）



愛
知
・
朝
日
西
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
二
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
】込
藤
才
文

。
佐
藤
公
保

・
安
藤
義
弘

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

・
都
市
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
末
期
を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

朝
日
西
遺
跡
は
、
五
条
川
の
形
成
し
た
自
然
堤
防
の
東
岸
に
位
置
す
る
。
当

遺
跡
の
南
西
約

一
�
に
は
清
洲
城
本
丸
跡
が
あ
る
。
対
岸
の
清
洲
城
下
町
遺
跡

と
共
に
、
当
遺
跡
は
中
世
末
か

ら
近
世
初
頭
に
は
清
洲
城
下
の

一
画
を
占
め
、
外
堀
と
中
堀

（
旧
五
条
川
）
に
棋
ま
れ
た
町
人

地
と
寺
社
地
が
展
開
す
る
。

発
掘
調
査
は
、　
一
九
八

一
年

よ
り
名
古
屋
環
状
二
号
線
建
設

に
伴
う
調
査
と
し
て
継
続
し
て

行
わ
れ
、　
一
九
八
五
年
度
の
調

査
を
以
て
終
了
し
た
。

一
九
八
五
年
度
は
本
道
部
五
カ
所
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
木
簡
及
び
墨
書
曲

物
が
出
土
し
た
の
は
、
東
端
の
調
査
区
の
Ｓ
Ｄ
〇

一
と
Ｓ
Ｄ
Ｏ
三
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
は
、　
一
九
八
四
年
度
の
調
査
で
慶
長
三

・
四
年

（
一
五
九
八
・
九
）

銘
の
卒
塔
婆
と
文
禄
二
年

（
一
五
九
一じ

銘
の
施
釉
陶
器
碗
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ

一

三
に
接
続
し
、
東
西
方
向

へ
走
り
、
東
端
は
Ｓ
Ｄ
〇
三
の
手
前
で
終
る
。
幅
五

を
六
ｍ
、
深
さ

一
を

一
●
二
ｍ
を
測
る
。
木
筒
の
出
上
し
た
地
点
は
Ｓ
Ｄ
〇

一

の
Ｓ
Ｄ
Ｏ
三
よ
り
の
端
で
、
溝
最
下
層
の
粘
質
土
中
よ
り
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
〇
三
は
南
北
方
向

へ
走
り
、
西
側
に
幅
二

・
五
を

一
二
ｍ
の
犬
走
り
を

有
す
る
。
犬
走
り
を
含
め
た
幅
は
一
七

・
五
ｉ
二
七
ｍ
、
深
さ
は
二

・
五
ｍ
を

測
る
。

『清
洲
村
古
城
図
』
（蓬
左
文
庫
蔵
）
に
よ
る
と
、
同
溝
は
外
堀
の
位
置

と

一
致
し
て
お
り
、
ま
た
同
溝
の
東
側
に
は
同
時
代
の
遺
構
が
な
い
こ
と
か
ら
、

外
堀
と
考
え
ら
れ
る
。
木
筒
と
墨
書
さ
れ
た
曲
物
は
最
下
層
の
粘
質
土
よ
り
出

上
し
た
。

こ
れ
ら
の
溝
は
堆
積
状
況
及
び
共
伴
遺
物
よ
り
、　
三
ハ
世
紀
末
か
ら

一
七
世

紀
初
頭
に
か
け
て
共
存
し
て
お
り
、　
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
と

Ｓ
Ｄ
〇
三

（外
堀
）
に
画
さ

れ
た
地
区
は
、
木
衡
以
外
に

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
墨
書
さ
れ
た
卒
塔
婆
が
Ｓ

Ｄ
Ｏ

一
よ
り
出
上
し
て
い
る
こ
と
、
町
家
に
比
べ
区
画
面
積
が
広
い
こ
と
等
か

ら
、
城
外
を
臨
む
寺
社
地
と
想
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｄ
〇
一

(名古屋北部)



1985年出上の木簡

⑪

　

「
か
ち
や
町

Ｆ
ハ
』
十
六
間
三
尺
六
寸

是
よ
り
北
　
　
　
　
　
」

Ｓ
Ｄ
〇
三

〔牧

と

・
□
□
小
□
所
　
　
　
　
」

【牧
と

。
□
□
□
□
□
□
小
□
所
」

「
白
さ
た
う壱

斤
」

13)ω
②
の
木
簡
に
あ
る

「
か
ち
や
町
」

「
小
牧
」
町
は
、
共
に
文
禄
二

・
三
年

盆

五
九
一一下
四
）
に
実
施
さ
れ
た

「清
須
　
町
家
改
」
３
駒
井
日
記
し

の
日
比

野
下
野
請
取
分
の
一
二
の
町
の
中
に
見
ら
れ
る
。　
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
か
ち
や

町
」

「
小
牧
」
町
を
含
め
た

一
二
の
町
は
、
本
丸
か
ら
北
東
方
向
に
あ
た
る
朝

日
西
遺
跡
周
辺
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
①
の

「十
六
間
三
尺
六

寸
」
は

「
か
ち
や
町
」
の
奥
行
き
を
示
す
も
の
と
推
定
さ
れ
、
町
割
の
計
画
性

が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
朝
日
西
遺
跡
の
西
側
を
通
過
し
て
い

た
小
牧
街
道
沿
い
や
そ
の
周
辺
に
は
、

「
か
ち
や
町
」

「
小
牧
」
町
等
の
一
二

の
町
が

一
定
の
区
画
を
有
し
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
①
②
の

］
Φ
Ｐ
Ｘ

ヽ
Φ
Ｘ

や
　
　
Φ
釦
Ｐ

（∞
μ∞）
×
］『
×
］　　〇いΦ

副
膀
瀾
　
�
滸
蔵
Ｓ
ｏ　
莉
併
ｒ
伽　
０自

木
簡
の
性
格
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
清
洲
城
下
町
の
町
割
に
関

わ
る
木
簡
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
０
は
一
重
巻
き
の
曲
物
の
側
板
外

面
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
底
板
は
欠
く
。

な
お
、
木
簡
の
釈
文
に
関
し
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
£
藤
原
宮

跡
発
掘
調
査
部
加
藤
優
氏
の
御
指
導
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

９
　
関
係
文
献



1985年出上の木簡

愛
知
・沓
掛
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
豊
明
市
香
掛
町
字
東
本
郷

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）

一
二
月
を

一
九
八
四
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
明
市
沓
掛
城
址
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
秋
男

・
松
原
隆
治

・
木
村
光

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
五
世
紀
末
を

一
六
世
紀

７
　
迫還
跡
及
び
木
簡
出
上
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
名
古
屋
市
南
東
部
か
ら
隣
接
す
る
豊
明
市
に
か
け
て
、
北
西
か

ら
南
東
に
の
び
る
低
丘
陵
の
先
端
に
立
地
す
る
城
跡
で
あ
る
。
標
高
は
二
一
ｍ

前
後
で
、
平
城
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
城
跡
は
、
永
禄
三
年

盆

五
一ハ
○
）
の
桶
狭
間
の
戦
前

夜
に
、
今
川
義
元
が
宿
営
し
た

と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。
桶
狭

間
古
戦
場
跡
は
、
西
南
西
四
ｋｍ

の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。

発
掘
調
査
は
、
史
跡
公
園
整

備
の
事
前
調
査
と
し
て
、
主
に
本
九
跡
を
中
心
に
行

っ
た
。
調
査
の
結
果
、
大

き
く
三
期
に
分
か
れ
る
遺
構
群
を
検
出
し
た
。
木
筒
は
、
そ
の
う
ち
で
最
も
下

層
の
生
活
面
か
ら
検
出
さ
れ
た
汚
水
だ
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
池
（
ｓ
Ｇ
０
５

か

ら
、
す
べ
て
出
上
し
た
。
こ
の
池
か
ら
は
、
ほ
か
に
多
量
の
木
製
品
（桶

・
鍋
蓋

・
箸

・
膳

・
漆
器
な
ど
、
当
時
の
日
常
什
器
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）
・
土
器

。
陶
磁
器

・
食
物
残
滓
な
ど
が
共
伴
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
ヽ
□
□
□

の
□

」

。
「
と
　
　
　
」

②

　

「
滲
■
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”聟
ａ
）通
～

③
　
。
「
　

天
文

（穿
孔
）
十
七

」

。
私
¶々
声
花
押
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽μｘ
誤
×
、ぁ

⑭
　
。
「
　

天
文

（穿
孔
）
十
七
」

。
私
中編
声
花
押
ど

μＯ
コ
×
（
ド〇
枷
）
×
ト

(豊 田)



⑤
　
。
「
　

天
文

（穿
孔
）
十
七

」

ｏ取
空壻
声
花
押
ご

本
城
跡
出
上
の
墨
書
の
認
め
ら
れ
る
木
簡
は
、
ほ
か
に
二
八
点
、
計
三
三
点

に
の
ば
る
。
ほ
か
の
二
八
点
は
、
昨
年
の
本
誌
上
に
お
い
て
、
そ
の
概
要
は
発

表
済
で
あ
り
、
今
回
の
五
点
は
、
遺
物
再
整
理
の
段
階
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た

も
の
と
、
諸
般
の
事
情
で
、
前
回
発
表
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
文
字
と
し
て
認
め
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
文
字
の
方
向

も

一
定
せ
ず
、　
一
貫
し
た
意
味
を
な
さ
な
い
。
落
書
の
類
と
考
え
ら
れ
る
。
②

に
つ
い
て
も
、
墨
痕
は
あ
る
が
文
字
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
③
ｌ
Ｏ
は
、

前
回
発
表
し
た
⑦

。
①

３
木
簡
研
究
』
七
号
）
と
同
様
の
形
態

・
墨
書
を
も

つ

も
の
で
天
文

一
七
年

（
一
五
四
八
）
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
①

・
⑤
の
木
簡
の
法
量
が
未
記
入
で
あ
る
の
は
、
実
測
前
に
、
保
存

処
理
に
出
し
て
し
ま
っ
た
当
方
の
不
手
際
の
結
果
で
あ
り
、
も
し
機
会
が
あ
れ

ば
、
後
日
何
ら
か
の
形
で
発
表
し
た
い
。

ま
た
、
昨
年
の
本
誌
上
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
木
簡
の
釈
文

・
解
読
に
つ

い
て
は
、
愛
知
赦
育
大
学
赦
授
新
行
紀

一
氏
に
、
そ
の
た
め
の
赤
外
線
テ
レ
ビ

撮
影
に
つ
い
て
は
、
浜
松
市
立
博
物
館
の
向
坂
鋼
二

・
漆
畑
敏
の
両
氏
に
、
様

々
な
点
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
記
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

９
　
関
係
文
献

伊
藤
秋
男
・木
村
光

一
「愛
知
沓
掛
城
跡
」
３
木
簡
研
究
』
七
号
　
一
九
八
五
年
）

豊
明
市
教
育
委
員
会

『沓
掛
城
址
』
全

九
八
六
年
・
印
刷
中
）

（
木
村
光

一
）

Ⅳ

Ⅳ

け

／

１



1985年出上の木簡

静
岡
・神
明
原
・元
宮
川
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
市
大
谷

金
局
松

・
水
上
。
西
大
谷
・
宮
川
）

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
四
月
を

一
九
八
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
栗
野
克
己

。
成
島
　
仁

・
小
島
日
出

一
・
森
下
春
美

・

足
立
順
司

・
矢
田
　
勝

・
鈴
木
基
之

。
寺
田
甲
子
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

・
集
落
跡

・
河
川
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
ぞ
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
静
岡
平
野
の
南
東
部
を
流
れ
る
大
谷
川
流
域
に
所
在
す
る
。
安

部
川
扇
状
地
の
末
端
と
、
東
側

の
有
度
山
丘
陵
と
に
挟
ま
れ
た

低
湿
地
を
流
れ
る
大
谷
川
の
両

岸
に
ひ
ろ
が
る
南
北
約

一
血
、

東
西
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
と
静
岡
市
内

最
大
の
遺
跡
で
あ
る
。

本
調
査
は
大
谷
川
放
水
路
建

設
工
事
に
伴
な
い
、
大
谷
川
の

川
幅
の
拡
幅
の
た
め
両
岸
を
幅

約
二
〇
ｍ
広
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
遺
跡
の
中
央
部
を
南
北

一
ｈ
に
わ
た

り
貫
通
す
る
た
め
、
昭
和
五
五
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
、
昭
和
六
〇
年
度

は
遺
跡
の
ほ
ぼ
北
半
部
を
調
査
し
た
。
調
査
の
結
果
、
旧
大
谷
川
の
河
道
が
検

出
さ
れ
、
そ
の
埋
積
土
内
か
ら
、
古
墳
時
代
後
期

・
奈
良
ｉ
平
安
時
代

。
中
世

に
か
け
て
の
お
び
た
だ
し
い
量
の
祭
祀
遺
物
が
出
上
、
古
代
を
中
世
に
お
け
る

大
規
模
な

「
水
辺
の
ま
つ
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
旧
大
谷
川
の
両
岸
に
ひ
ろ
が
る
微
高
地
上
に
は
、
弥
生
時
代
、
奈
良

・

平
安
時
代
、
中

・
近
世
に
か
け
て
の
竪
穴
住
居
跡

・
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・
溝

宮り116区

(151

宮川3,4区

と (1)～ (10

1983年

1号本簡

1984年

3号木簡
2号木衡

(静 岡)

遺跡の範囲と旧大谷川河道推定図



。
土
羨

・
柵
列

・
粘
土
採
掘
跡
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

昭
和
五
八

・
五
九
年
度
に
四
点
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
報
告

し
た
。
昭
和
六
〇
年
度
は
、　
一
五
点
の
木
簡
が
旧
大
谷
川
河
道
の
堆
積
土
層
内

か
ら
出
上
し
た
。
旧
大
谷
川
河
道
は
、
ほ
ぼ
古
墳
時
代
後
期
か
ら
形
成
さ
れ
た

も
の
で
、
現
代
ま
で
継
続
し
て
い
る
が
、
蛇
行

・
侵
食
に
よ
る
変
遷
が
み
ら
れ
、

①
古
墳
時
代
後
期
、
②
奈
良

・
平
安
時
代
、
③
平
安
時
代
末
を
中
世
、
④
近
世

ｉ
近
代
、
⑤
現
在
の
流
路
に
大
別
で
き
る
。
新
し
い
時
期
の
流
路
が
古
い
時
期

の
流
路
を
侵
食
破
壊
し
、
古
い
時
期
の
遺
物
を
混
入
し
て
い
る
部
分
が
多
い
が
、

年
代
幅
を
特
定
で
き
る
流
路
が
良
好
に
残
存
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

一　
宮
川
３

●
４
区
　
旧
大
谷
川
河
道

蛇
行
す
る
旧
大
谷
川
が
、
右
岸
側
を
攻
撃
し
屈
曲
す
る
部
分
に
あ
た
り
、　
一

三
本
の
流
路
を
検
出
し
た
。
流
路
の
年
代
観
は
、
ほ
ば
七
期
に
区
分
で
き
る
。

木
簡
は
、
こ
れ
ら
の
流
路
か
ら

一
四
点
が
出
上
し
た
。
⑪
は
流
路
６
の
最
下

層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
古
墳
時
代
後
期
の
須
恵
器

・
土
師
器
な
ど
約
二
百

数
十
点
や
、
斎
串
、
人
形
木
製
品
、
馬
形
木
製
品
、
馬
形
土
製
品
な
ど
の
祭
祀

遺
物
の
ほ
か
、
杵
、
編
錘
、
横
櫛
な
ど
の
木
製
品
や
、
耳
環
、
石
製
紡
錘
草
、

砥
石
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
須
恵
器
の
郭
を
Ａ
群
ｉ
Ｅ
群
の
五
群
に
分
類
し

た
。
こ
れ
ら
は
静
岡
県
の
須
恵
器
の
編
年
観
か
ら
、
ほ
ぼ
六
世
紀
中
葉
か
ら
七

世
紀
中
葉
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
郭
蓋
、
慇
、
長
顕
壷
、
高
邦
、
平
瓶
も
同
時

期
に
比
定
で
き
る
が
、
甦
の
う
ち

一
点
は
や
や
古
い
様
相
の
も
の
が
存
在
す
る
。

そ
こ
で
ω
木
簡
の
年
代
観
に
つ
い
て
は
、
伴
出
須
恵
器
群
の
う
ち
最
も
新
し
い

Ｅ
群
の
時
期
が
参
考
と
な
る
。
さ
ら
に
、
木
簡
の
性
格
か
ら
七
世
紀
第
３
四
半

宮

川

３

区

! ∵ 守

木簡出土地点

近世～現代

鎌倉～室町時代

平安末～鎌倉時代

流路 1

流路 2

流路 3

流路 4   平安時代
流路 5

流路 6

流路 7

流路 8

流路 9

流路10

流路11

流路12

流路13

古墳時代終末～奈良時代

古墳時代時代後期

平安時代末～中世

古墳時代後期

近世～現代

古墳時代後期

古墳時代後期

平安末～鎌倉時代

中世

宮川 3・ 4区の旧大谷川流路の年代観



1985年出土の木簡

期
と
な
る
可
能
性
が
強
い
。
類
例
と
し
て
、
浜
松
市
伊
場
遺
跡

一
号
、
二
号
木

簡
に
伴
出
し
た
須
恵
器
が
あ
り
、
こ
の
流
路
６
と
ほ
ぼ
同
じ
年
代
観
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
。

②
木
簡
は
奈
良
時
代

（
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
）
と
考
え
ら
れ
る
流
路

５

か
ら
出
土
。
ナ
ス
ビ
形
着
柄
鍬
の
完
形
品
、
玉
類
、
墨
書
土
器

「多
床
呂
」
、
人

形
、
馬
形
、
斎
串
、
竪
櫛
な
ど
も
共
伴
し
た
。
⑥
木
簡
は
平
安
時
代

（
一
〇
世

紀
後
半
）
と
考
え
ら
れ
る
流
路
４
か
ら
出
土
。
緑
釉
陶
器
、
灰
釉
陶
器
、
墨
書

上
器

「
中
万
」
「
水
」
な
ど
が
共
伴
し
た
。

平
安
時
代
末
か
ら
中
世
の
流
路
７
か
ら
は
、
⑭
ぞ
①
が
散
在
し
て
出
上
し
た
。

緑
釉
陶
器
、
灰
釉
陶
器
、
横
櫛
、
斎
串
な
ど
の
ほ
か
、
万
年
通
宝

・
長
年
大
宝

な
ど
も
出
上
し
た
。

平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
流
路
１２
か
ら
は
、
⑨
を
⑬
の
五
点
が
墨
書
土

器
四
二
点
や
、
緑
釉
陶
器
、
横
櫛
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
竪
杵

・
供
膳
、
糸
巻
、
斎

串
、
青
磁
、
自
磁
な
ど
と
と
も
に
出
土
、　
一
括
祭
祀
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
の
流
路
１３
か
ら
、
⑭
と
墨
書
土
器
四
点
が
出
上
し
た
。

一
一　
宮
川
６
区
　
旧
大
谷
川
河
道

こ
こ
で
は
、
宮
川
３

●
４
区
の
よ
う
な
整
然
と
し
た
流
路
は
検
出
さ
れ
て
い

な
い
。
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
包
含
層
よ
り
、
⑭
の
文
字
の
書
か
れ
た

絵
馬
が
出
土
し
た
。

３
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

一　
官
川
３

●
４
区

旧
大
谷
川
　
流
路
６

①
　
。
「
相
星
五
十
戸
」

名
□
□
　
　
　
」

旧
大
谷
川
　
流
路
５

②

　

「
＜
□
□

旧
大
谷
川
　
流
路
４

０

　

「＜
口
□
」

旧
大
谷
川
　
流
路
７

⑭

　

「
ｔ

南
回
□
□
□
」

０

　

「□

０

　

回
永
二
年

⑭

　

□
日
□

①

　

「□
□
」

旧
大
谷
川
　
流
路
１２

⑨

　

仁
王
国
□

Ｐ樹
ｘ
鴬
×
｝
枷
　
Ｐ
μ
　
五
号

ハ博
じ
ｘ
８
ｘ
Ｐ
い

８
Φ
　
十
一
号

∞
∞
×
Φ
×
ヽ
　
〇
∞
∞
　
而
口皇々

瞥
μ
×
導
×
〕
い

ｏ留
　
一ハ
号

（く
ｅ
ｘ
馬
×
ω　
８
⇔
　
七
号

３
μ　
八
号

（ド
９
×
毬
×
枷　
寓
μ　
九
号

囀訊
×
譴
×
］

〓
ド　
十
号

合
的ｅ
ｘ
鶴
×
ヽ

８
Ｐ　
十
二
号

　

５



ω

　

「
南

天

回

□

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

（
牌
無

∀

μ
聟

ｏ
２

十

一一〓

ω
　
　
　
「
訥

配

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＮΦ）
ｘ
μΦ
Ｘ
∽
・枷
　
〇⇔四
　
十
四
号

⑫

　

　

「
南

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
路
じ

ｘ
喝

×
馬

ｏ
常
　
十
五
号

ｔｌ…，

　

「
南

□

大

日

×
　

　

　

　

　

　

　

　

（
豪

Ｙ

ф
聟

ｍ

墓

十
エハ
号

旧
大
谷
川
　
流
路
硝

⑭

　

「
・く
　
南
無
大
日
□
□
」
　
　

　

　

　

中］ギ
〕聟
望
枷
ｏ留

十
七
号

ω
の

「相
星
」
は
、
『和
名
類
乗
抄
』
駿
河
国
有
度
郡
の
項
に
記
載
さ
れ
て
い

る
郷
名
の
う
ち

「會
星
」
（
ア
フ
ホ
シ
）
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
五

十
戸
の
五
の
字
は

一
部
不
明
瞭
で
あ
る
。
戸
の
字
は
右
に
一
画
余
分
な
点
が
あ

る
。
裏
の
二
文
字
の
う
ち
、　
一
文
字
目
の
偏
を
馬
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

芳
は
不
鮮
明
で
あ
る
が
い
上
に
日
の
よ
う
な
墨
痕
が
う
か
が
え
る
、
騨
の
可
能

性
も
あ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
二
文
字
日
は
、
長
と
読
む
の
か
表
と
読
む
の
か

判
然
と
し
な
い
。

⑩
を
⑬
は
、
頭
部
が
五
輪
形
に
刻
ま
れ
て
お
り
、
⑨
と
と
も
に
文
字
部
分
が

浮
き
で
て
い
る
の
で
、
卒
塔
婆
と
し
て
雨
ざ
ら
し
の
う
え
折
損
し
た
と
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
⑭
③
①
⑭
は
頭
部
を
圭
頭
に
と
と
の
え
、
最
上
部
に
梵
宇

が

一
文
字
書

か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る

（④
⑭
）。　
こ
れ
ら
の
木
簡
の
中
に
は

「南
」
の
字
か
ら
始
ま
る
も
の
が
多
い
。

年
号
の
書
か
れ
た
木
簡
⑥
は
、
削
屑
で
あ
る
う
え
、
上
下
と
も
切
断
さ
れ
て

い
る
。
同

一
土
層
か
ら
の
伴
出
遺
物
に
、　
三
二
世
紀
頃
の
盗
器
系
小
皿
が
あ
る
。

一
一　
宮
川
６
区

旧
大
谷
川
　
流
路
６

「

　

（�

）

⑮
　
。
（汀
苺
・
訥
じ
酷
）
　

〓
ノ
が□

」

・
Ｆ

の

へ
見
て

ハ

〔引
己

□
□
く

ハ
人
能
心
を

〔令
≧

□
□
□
か
ぺ
て
□
　
」
　
　
　
　
μΦギ
Ｇ
も
滋

ｏ２

十
八
号

（穿
孔
）

絵
馬
で
あ
り
、　
一
面
に
馬
を
引
く
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
馬
の
尾
の
右
側

に
ひ
ら
が
な
が
三
文
字
書
か
れ
て
い
る
が
、
三
文
宇
目
は
板
が
切
断
さ
れ
て
い

る
た
め
欠
損
し
て
い
る
。
裏
面
に
は
長
軸
方
向
に
三
行
の
文
字
が
み
ら
れ
る
。

一
行
日
に

「
こ
の
へ
見
て
ハ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
の
絵
と
関
連
が
深
い
願

文
が
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
意
は
判
然
と
し
な
い
。

８
　
関
係
文
献

働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

『静
岡
県
神
明
原

・
元
官
川
遺
跡
木
簡

概
要
』
盆

九
八
五
年
）

同

『
静
岡
県
神
明
原

・
元
官
川
遺
跡
　
大
谷
川
放
水
路
建
設
に
伴
う
発
掘
調

査
概
報
』

（
一
九
八
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（栗
野
克
己
）



1985年出上の木簡

神
奈
川
ｏ
今
将
路じ
周
辺
遺
跡

絡
麟
小
学
校
Ｄ

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
御
成
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
五
月
１

一
二
月
、
一
九
八
五
年
二
月

ｉ
三
月
、
六
月
ｉ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
今
小
路
周
辺
遺
跡
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
と
山
田
章

一
郎

・
河
野
真
知
郎

５
　
連退
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

。
中
世
都
市
市
衡
地
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
小
路
周
辺
遺
跡
と
は
、
中
世
都
市
鎌
倉
の
中
央
路
若
官
大
路
の
西
に
平
行

す
る
今
小
路

（今
大
路
）

の
周

辺

一
帯
を
指
す
が
、
調
査
地
は

同
路
の
西
側
に
あ
る
御
成
小
学

校
の
校
庭
部
分
で
あ
る
。
調
査

地
は
標
高
八
ｉ
九
ｍ
で
、
西
側

に
山
を
負
い
東
方
に
緩
傾
斜
す

籟

る
山
裾
低
地
に
存
在
す
る
。
遺

触

構
面
の
標
高
は
、
中
世
で
六
ｉ

七
ｍ
、
古
代
で
は
五
ｍ
前
後
で

あ
る
。
調
査
地
の
南
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
所
に
旧
東
海
道
が
走

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
古
砂
丘
帯
が
あ
り
、
北
三
〇
〇
ｍ
の
所
に
は
古
代
寺
院
跡
の
存
在
を
想
わ
せ

る
古
瓦
散
布
地
が
あ
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
古
代
官
衛
跡
の
柱
穴
覆
土
か
ら
と
、
中
世
井
戸
の
覆

土
か
ら
で
あ
る
。
古
代
官
行
跡
は
二
時
期
に
わ
た
る
建
物
跡
で
、
第

一
期
は
東

に
開
く
コ
の
字
形
配
置
の
掘
立
柱
建
物
群

（西
に
正
殿
、
南
北
に
脇
殿
、
東
に
柵
）

か
ら
成
り
、
第
二
期
は
北
側
に
四
面
廂
の
大
型
掘
立
柱
建
物
、
西
に
総
柱
建
物

二
棟
と
長
い
建
物
、
南
に
総
柱
建
物

（あ
る
い
は
門
か
）
と
長
い
建
物
二
棟
を
配

す
特
異
な
配
置
か
ら
成
る
。

①
木
簡
は
、
第

一
期
の
正
殿
と
南
脇
殿
と
を
結
ぶ
よ
う
な
南
西
角
地
に
並
ぶ

一
本
柱
列
の
う
ち
の
一
柱
穴
よ
り
出
土
し
た
。
柱
穴
は
柱
が
抜
取
ら
れ
た
ら
し

い
埋
没
状
況
で
、
木
簡
は
柱
根
削
片
と
共
に
旧
柱
穴
内
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
②
木
簡
は
、
官
衝
建
物
群
よ
り
北
方
に
は
ず
れ
る
場
所
の
所
属

不
粥
の
柱
穴
よ
り
出
上
し
た
。
こ
の
柱
穴
も
柱
は
抜
取
ら
れ
た
よ
う
で
、
木
簡

は
木
の
葉
の
小
残
片
を
含
む
埋
土
中
に
あ

っ
た
。

中
世
の
木
簡
①
⑭
は
、
中
世
武
家
屋
敷
の
南
外
方
に
あ
る
庶
民
居
住
区

（仮

称
）
の
井
戸
よ
り
出
上
し
た
。
こ
の
井
戸
は
縦
板
方
形
横
桟
型
の
井
戸
枠
を
も

ち
、
掘
り
込
み
面
か
ら
す
る
と

一
四
世
紀
初
頭
ｔ
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
出
土
遺
物
が
少
く
、
時
期
決
定
が
難
し
い
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容



①
　
。
「＜
柿
五
斗
天
平
五
年
七
月
十
四
日

名
＜
郷
長
丸
子
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］８

溢
マ
ω
ｏ毬

②

　

□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

①

　

「
三
田
日
日

Ｈ
回
二
月

ｘ
　

　

　

　

　

（雹
ｙ
ｅ
し

込
缶

８
牌

①

　

「国
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

大
学
枷ｙ
μ
昌

⑪
②
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
判
読
し
て
い
た

だ
い
た
。
Ｏ
⑭
は
、
折
敷
板
の
断
片
に
文
字
の
書
か
れ
た
も
の
で
、
類
例
は
市

内
で
も
鶴
岡
八
幡
官
境
内
な
ど
何
力
所
か
で
出
上
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

鎌
倉
市
今
小
路
周
辺
遺
跡

（御
成
小
学
校
内
）
発
掘
調
査
団

『
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ⅲ
通
信

５
』
（
一
九
八
五
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（河
野
真
知
郎
）

一〇

警↓

(2)



神
奈
川
・鶴
岡
八
幡
宮
境
内

研
修
道
場
用
地
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
雪
ノ
下

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
八
月
を

一
九
八
二
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鶴
岡
八
幡
官
境
内
発
掘
調
査
団

（団
長
・
大
三
輪
龍
彦
）

４
　
発
掘
担
当
者
　
斉
木
秀
雄

５
　
逹退
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
末
を

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

鶴
岡
八
幡
官
は
康
平
六
年

（
一
〇
杢
じ
、　
源
頼
義
が
鎌
倉
由
比
郷
に
、
前

九
年
の
役
の
戦
勝
を
記
念
し
勧

請
し
た
石
清
水
八
幡
官
が
前
身

で
あ
り
、　
治
承
四
年

（
一
一
八

〇
）
鎌
倉
に
入
つ
た
源
頼
朝
が

現
在
地
、
小
林
郷
北
山
に
遷
し

た
。も

と
は
神
仏
習
合
に
よ
り
、

鶴
岡
八
幡
官
寺
と
称
し
別
当
職

等
も
置
か
れ
て
い
た
が
、
明
治

(横須賀)



1985年出上の木簡

元
年

（
一
八
一ハ
八
）
の
神
仏
分
離
令
を
受
け
境
内
の
大
塔
以
下
の
諸
堂
と
共
に
仏

職
も
廃
止
さ
れ
た
。

調
査
地
点
は
鶴
岡
八
幡
官
境
内
の
東
側
境
界
線

（土
塁
）
内
側
、
馬
場
道
北

一
帯
に
位
置
し
、
豊
臣
秀
吉
の
指
示
に
よ
り
天
正

一
九
年

（
一
五
九
５

に
作
成

さ
れ
た
謂
ゆ
る

「
造
営
目
論
見
絵
図
」
で
は

「
や
な
ぎ
原
」
と
記
さ
れ
て
い
る

辺
で
あ
る
。

調
査
で
は

一
二
世
紀
末
を

一
五
世
紀
に
か
け
て
四
期
に
わ
た
り
構
築
さ
れ
た

版
築
地
業
面
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
版
築
面
か
ら
掘
立
柱
建
物
、
半
地
下
式

建
物

（方
形
竪
穴
建
築
跡
）、　
井
戸
、
濤
、
土
羨
、
土
塁
等
が
検
出
さ
れ
、
多
量

の
中
国
産
陶
磁
器
、
瀬
戸
窯
製
品
、
常
滑
窯
製
品
、
か
わ
ら
け
、
仏
殿
あ
る
い

は
仏
像
に
伴
う
荘
厳
具
を
含
む
漆
製
品
、
人
形
、
僧
形
八
幡
神
坐
像
、
将
棋
の

駒
等
を
含
む
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
、
墨
書
陶
磁
器
、
木
片
等
が
出

土
し
た
の
は
検
出
さ
れ
た
土
塁
に
伴
う
内
側

（境
内
側
）
の
濤
の
う
ち
第
Ｉ
期

の
濤
、
第
Ⅲ
期
の
濤
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
濤
の
年
代
は
第
Ⅱ
期
が

一
四
世
紀

中
葉
を

一
五
世
紀
中
葉
、
第
Ⅲ
期
が

一
三
世
紀
中
葉
を

一
四
世
紀
初
頭
と
考
え

ら
れ
る
。

墨
書
陶
磁
器
類
で
判
読
で
き
る
も
の
は

「
仏
」

「
上
」
、
漆
器
皿
は

「
万
」
で
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

「
ヤ

マ
ク
チ

ョ
リ

タ

ヒ
ウ
ロ

タ
テ
ノ

（奪財
じ
（穿
孔
）

「
□
□
□
□
□

。
」

〔今
と

名
上
下
内
外
内
官
」

名
口
国

μ枷ヽ
×
（ヽ
∞
）
Ｘ
μ　
　
Ｏ
∞
μ

□
□
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μΦ聟
ｅ

澁

Φ欝

〔〓
一ヵ
〕

こ
の
他
に

「梵
字

（
キ
リ
ー
ク
）
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
書
か
れ
た
板
碑
伝

（最

大
嗚寓
×
誤
×
じ
四
点
、
墨
書
木
片

一
六
点
、
札
状
木
製
品

一
〇
点
が
出
土
し
て

い
る
。

９
　
関
係
文
献

鎌
倉
市
鶴
岡
八
幡
官
境
内
遺
跡
発
掘
調
査
団

『
鶴
岡
八
幡
官
境
内
発
掘
調
査

報
告
垂
屋

（
一
九
八
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（斉
木
秀
雄
）

（
解ω
Ｏ
）
Ｘ
（卜］
）
Ｘ
μ　
　
⇔
∞
μ

ぅ
一欽神
鯵
み



茨
城
。鹿
島
湖
岸
北
部
条
里
遺
跡

（豊
郷
条
里
沼
尾
地
区
）

１
　
所
在
地
　
　
　
茨
城
県
鹿
島
郡
鹿
島
町
大
字
沼
尾
字
沼
尾

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
四
月
ィ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鹿
島
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
口
　
崇

５
　
遺退
跡
の
種
類
　
条
里
遺
跡

（水
田
跡
・
旧
河
川
）

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
早
期
を
江
戸
時
代

７
　
注還
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

鹿
島
湖
岸
北
部
条
里
遺
跡
は
茨
城
県
の
南
東
部
、
北
浦
の
東
岸
に
位
置
し
て

お
り
、
北
浦
湖
岸
の
北
部
条
里
は
宮
中
条
里

（爪
木
地
区
）
と
豊
郷
条
里

（須
賀

・
沼
尾
地
区
）
か
ら
な

っ
て

い

る
。
須
賀
地
区
は
古
墳
時
代
後

期
の
水
路
や
網
代
、
杭
列
、
水

田
跡
、
奈
良
時
代
の
水
路

（溝
）

や
田
舟
等
の
木
製
品
が
多
く
検

出
さ
れ
て
い
る
。
沼
尾
地
区
は

Ｉ
区

（北
側
）、
Ⅱ
区
（南
側
）
に

分
け
ら
れ
て
、
Ｉ
区
で
は
現
水

田
下
約

一
ｍ
程
の
所
で
中
里
川

の
旧
河
川
流
路
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
多
く
の
木
製
品
や
土
器
、
骨
、

貝
、
土
製
品
、
石
製
品
、
鉄
製
品
等
が
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ
区
で
は
規

模
が
約
五
ｍ
×
八
ｍ
の
短
冊
形
の
水
田

（時
期
不
詳
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
区
で
検
出
さ
れ
た
墨
書
の
あ
る
木
製
品
は
旧
流
路
の
溜
ま
り
の
部
分
で
四

点
出
上
し
た
も
の
で
、
建
築
材
の
一
部
と
思
わ
れ
る
組
み
木
、
下
駄
、
箆
、
櫂

等
日
常
生
活
用
具
と
考
え
ら
れ
る
も
の
や
、　
木
簡
状
の
薄
い
板
状
製
品

（
一一一宝

荒
神
か
）
を
伴
出
し
た
。

遺
物
は
新
旧
混
在
し
て
い
る
が
、　
中
世
以
降
の
も
の

が
多
く
み
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

松
の
木
等
の
先
端
老
杭
の
様
に
尖
ら
せ
、
削
り
取

っ
た

一
面
に
供
養
経
を
書

い
た
も
の

（当
地
で
俗
に
い
う
ザ
カ
マ
タ
Ｈ
難
産
で
死
ん
だ
犬
の
供
養
を
し
た
碁
婆
）

で
あ
る
。
墨
の
残
り
が
悪
く
文
字
が
明
確
で
は
な
い
が
、
河
川
が
洗
い
流
し
て

き
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
人
が
流
し
た
も
の
が
沈
澱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
日
口
　
μ
Φ

(鉾田・潮来)



1985年出上の木簡

滋
賀
・
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
字
西
河
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
四
月
ｉ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
徳
網
克
己

・
山
田
謙
吾

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
前
期
ｉ
室
町
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
は
、
琵
琶
湖
東
岸
の
湖
南
平
野
北
部
の
、
鈴
鹿
山
系
に

源
を
発
す
る
野
洲
川
と
日
野
川
に
挟
ま
れ
た
沖
積
低
地
に
立
地
す
る
遺
跡
で
、

湖
岸
よ
り
内
陸

へ
約
三
ｋｍ
ほ
ど

入
っ
た
標
高
八
七
ｍ
前
後
の
緩

傾
斜
地
の
微
丘
陵
に
位
置
す
る
。

遺
跡
は
、
弥
生
時
代
前
期
よ
り

室
町
時
代

に
至
る
複
合
遺
跡

Ю

で
、
遺
跡
北
部
の
木
簡
出
土
地

臥

点
で
は
、
平
安
時
代
前
期
、
奈

∝

良
時
代
、
白
鳳
時
代
末
の
大
別

し
て
三
時
期
の
遺
構
が
検
出
で

き
た
。

調
査
は
、
中
主
町
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
い
一
九
八
四
年
よ
り
着

手
し
、
現
在
ま
で
に
総
面
積

一
四
、
二
〇
〇
ポ
を
調
査
し
て
い
る
。
遺
跡
の
範

囲
は
、
調
査
地
が
道
路
用
地
の
た
め
明
確
に
で
き
な
い
が
、
南
北
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
、

東
西
三
Ｏ
Ｏ
ｍ
余
り
と
考
え
ら
れ
、
今
回
検
出
さ
れ
た
白
鳳
時
代
末
か
ら
奈
良

時
代
前
期
の
掘
立
柱
建
物
群
の
範
囲
は
、
南
北
六
三
ｍ
以
上
、
東
西
四
八
ｍ
以

上
の
広
が
り
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
跡
は
、
そ
の
配
置
や
構
造

。
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
在
地
の
有
力
者
の
居
宅
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
四
点
発
見
さ
れ
て
い
る
。
⑪
の
出
上
し
た
Ｓ
Ｄ
三
二
〇

一
は
、
幅

約
四
ｍ
、
深
さ
約
○

・
七
ｍ
を
測
り
、
遺
跡
の
東
端
を
限
る
溝
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
の
共
伴
遺
物
は
、
八
世
紀
前
半
の
上
器
の
他
、
刀
子
、
鎌
、
柳
箱
、
竪
杵
、

杓
子
、
盤
、
鉢
、
曲
物
と
墨
痕
の
な
い
付
札
、
祭
祀
具
の
斎
串
、
舟
形
、
棒
状

木
製
品
等
が
あ
る
。
②
の
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
五
は
、
幅
二
ｍ
、
深
さ
○

・

六
ｍ
で
、
こ
の
溝
が
廃
絶
さ
れ
た
後
に
Ｓ
Ｂ
三
二
〇
二
が
建
て
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
木
簡
の
共
伴
遺
物
は
、
七
世
紀
後
半
の
上
器
、
フ
イ
ゴ
の
羽
口
と
木

製
品

（小
机
、
下
駄
、
曲
物
）
が
あ
る
。
０
は
、
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
約
○

・
五
ｍ

の
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
八
よ
り
出
土
し
た
。　
④
は
、　
Ｓ
Ｄ
三
二
〇

一
の
西
側
、　
下
層

遺
構
上
面
の
包
含
層
よ
り
出
上
し
た
。
そ
の
他
、
包
含
層
か
ら
の
出
土
遺
物
に

は
、
八
世
紀
代
の
上
器
と
共
に
石
帯

（丸
柄
）、
円
面
硯
、
桃
の
果
核
と
木
製
品

（琴
柱
、
矛
、
櫂
、
馬
鞍
、
下
駄
）
が
あ
る
。
墨
書
土
器
に
は

「大
」
「神
」
「
神
主

家
」
「
凡
記
」
「
児
」
等
の
文
字
を
書
い
た
上
器
が
包
合
層
と
Ｓ
Ｄ
三
二
〇

一
よ



り
出
と
し
て
い
る
●

８
　
木
簡
の
釈
文
・
内
容
　
　
　
　
　
　
一

名
３
日
』

運
鞘
Ш

・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
主
□
□
□
□
□

戸
主
大
友
回
□
□

駆膊
岬
釧
潮
槻
嬰

馬
道
□
回
□
　
口
口
臣
□
麻
呂

馬
道
□
□
回

組
期
か
砲
十
三
回
回
回

日日

小
殴
革

一一相
六
田
掴
垣
□
日
□

日
□

日凹

い
】
０
×
・ω
ド
Ｘ

∞
　
Ｏ
Ｐ
μ

ヽ
ド
一
×
ф
切
Ｘ
中
　
Φ
〕
騨
　

キ

（
（ヽ
い
）
Ｘ
↓⇔
×
Φ
　
⇔”Φ

（μ盟
じ
×
μＯ
Ｘ
Ｏ
ｉｕ
　
Ｏ
∞や

②
　
一
一椋
□
日
之
我
一酪
酔
胞
社
鴎
酢
紀
故
我
者
反
来
之
故
是
汝
卜
部

甲
回□

繋
御
即
瑚

名
自
舟
人
率
而
可
行
也
　
其
稲
在
処
者
衣
知
評
平
留
五
十
戸
旦
波
博
士
家
」

□
□
□
□
□
二□
□一醗
馳

14)

「＜
日
日
Ｈ
回

60



1985年出上の木簡

ω
は
短
冊
形
の
四
隅
を
切
り
落
と
し
た
形
状
を
呈
し
、
表
裏
に
野
洲
郡
内
と

考
え
ら
れ
る
戸
主
名
を
連
記
し
て
い
る
。
「石
辺
君
玉
足
」

は
い　
平
城
官
南
面

東
門

（壬
生
門
）
近
く
の
二
条
大
路
北
側
溝

Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
よ
り
出
上
し
た
木

簡

「益
珠
郡
馬
道
郷
石
辺
玉
足
」

（『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（十
四
産

『木
簡
研
究
』
第
三
号
）
と
同

一
人
物
と
思
わ
れ
る
。　
ま
た

「
馬
道
□
□
□
」
に

つ
い
て
は
、
「
馬
道
」
の
地
名
を
氏
名
と
し
て
い
る
者
が
い
る
な
ど

『
和
名
抄
』

に
な
い
馬
道
郷
の
存
在
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
年
代
は
、
平
城
官
出
土

の
木
筒
に

「郷
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
七

一
五
年
の
郷
里
制
施
行
以
後
で
、
溝
の

共
伴
遺
物
よ
り
八
世
紀
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
、
薄
く
、
表
面
を
丁
寧
に
調
整
し
、
表
裏
に
墨
書
し
て
い
る
。
内
容
は
、

我
が

「卜
部
」
に
宛
て
た
指
示
文
書
の
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
漢
文
の
中
に
一

部
和
文
を
混
え
た
和
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
我
は
、
自
分
の
稲
は
馬
が
手
に

入
ら
な
か
っ
た
の
で
、

「卜
部
」
に
舟
人
を
率
い
て
稲
を
取
り
に
行
く
よ
う
に

指
示
し
て
い
る
。
行
き
先
の

「衣
知
評
平
留
五
十
戸
」
は
、
現
在
の
彦
根
市
南

西
部
に
位
置
し
、
中
主
町
の
森
ノ
内
遺
跡
よ
り
北
東

へ
直
線
距
離
に
し
て
約
二

〇
ｋｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
旦
波
博
士
」
は
、
こ
こ
に
居
住
す
る
五
十
戸
長
と

考
え
ら
れ
る
。

①
は
、
上
端
が
欠
損
し
て
お
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
表
裏
に
墨
書
し

て
い
る
が
、
一異
面
に
は
署
名
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
表
面
に
は
、
物
品
名

と
数
量
が
書
か
れ
て
お
り
、
中
段
の

「小
」

「
児
」
は
男
子
の
年
齢
に
よ
る
区

分
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

「
女
」
も
含
め
て
数
量
が
示
さ
れ
て
い
る
。
年
代
は
、

層
位
か
ら
判
断
し
て
②
と
同
時
期
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

⑭
は
、
上
部
が
両
側
か
ら
の
切
れ
込
み
を
も
ち
先
を
と
が
ら
せ
た
も
の
で
、

下
端
を
欠
い
て
い
る
。
本
来
は
、
大
型
の
木
簡
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
加
工
、

転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
釈
文
ど
お
り
の
条
里
呼
称
と
す
る
と
、
本
調
査
地
内

の
推
定
条
里
と

一
致
す
る
。

尚
、
木
簡
の
釈
文

。
解
読
に
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘

調
査
部
史
料
調
査
室
の
方
々
に
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（徳
網
克
己
。
山
田
謙
吾
）

X木 簡出土地

木簡出土地点図



滋
賀
県
近
江
八
幡
市
馬
渕
町

一
九
八
五
年

（昭
６０
）

一
〇
月
を

一
二
月

働
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

仲
川
　
靖

集
落
跡
及
び
官
衛
跡

弥
生
時
代
後
期
、
奈
良
時
代
中
期
、
平
安
時
代
後
期
を
鎌

倉
時
代
初
頭

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

勧
学
院
遺
跡
は
、
近
江
八
幡
市
の
西
南
部
に
位
置
し
、
日
野
川
東
岸
の
標
高

約
九
七
ｍ
の
水
田
地
帯
に
あ
る
０　
一
九
八
五
年
に
県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
計
画

さ
れ
、
事
前
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
付
近
は
以
前
よ
り
、
「
西
殿
」
「大
」

と
記
さ
れ
た
奈
良
時
代
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
蒲
生
郡
衝
の
推
定
地

と
さ
れ
て
い
た
。
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
中
期
の
二
間
×
三
間
の
総
柱
の
掘

立
柱
建
物
二
棟
、
井
戸

一
基
、
溝

一
条
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
そ
の
う
ち
の

井
戸
よ
り
出
上
し
た
。
井
戸
は
四
隅
横
桟
止
め
縦
板
井
戸
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、

鎮
め
の
祭
を
し
て
埋
戻
し
て
お
り
、
斎
串

・
柳
箱

・
桃
の
種
子

・
瓜

・
網
籠

土
器
片
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
　

　

之
子

論
語
□
『
論
□
論
天
』

【霊巾〕
く
天

左
右
　
我

□
□
□

654321

滋
賀
・勧
学
院
遺
跡

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

か

ん

が
く

い
ん

天
　
　
　
　
道
　
　
　
『
天
』

我
我
我
我
　
□
道
天
　
□
　
」

(近江八購)
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□

□
□

日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
□

□
日
日
旧
□

『
，〈
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

∞
∞
μ
×
ヽ
∞
Ｘ
Ｐ
Ｏ
　
　
Ｏ
ω
伽

習
書
木
簡
で
、
二
人
の
人
物
が
書
き
記
し
た
と
み
ら
れ
る
。

『
論
語
』
と
い

う
書
籍
名
と
漢
籍
の
一
文
に
あ
る
か
と
思
え
る
文
字
を
手
習
い
し
た
と
み
ら
れ

る
。

『
論
語
』
は
、
養
老
学
令
５
経
周
易
尚
書
条
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
で
は

大
学
寮
で
の
必
修
書
で
、
官
吏
登
用
試
験
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
習
書

木
簡
も
、

『論
語
』
と
い
う
文
字
を
手
習
い
し
て
い
た
下
級
役
人
の
姿
を
ほ
う

か
つ
さ
せ
る
。
又
、
蒲
生
郡
衝
の
存
在
を
示
唆
す
る
資
料
と
も
言
え
よ
う
。

（仲
川
　
靖
）

災
吻
レ
吻
賜
物
物
物
賜
吻
甥
甥
物
甥
物
甥
吻
物
咳
咳
物
か

∵ク為転
∴



1985年出上の木簡

木

簡

研

究

第
四
号

巻
頭
言
―
―
木
簡
保
存
法
の
思
い
出
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪

井

清

足

一
九
八

一
年
出
土
の
木
簡

概
要
　
平
城
官
跡
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
　
法
隆
寺
　
藤
原
宮
跡
　
長

岡
京
跡
　
一二
条
西
殿
跡
　
鳥
羽
離
官
跡
　
若
江
遺
跡
　
佐
堂
遺
跡
　
大
阪
城

三
の
九

（大
手
口
）
遺
跡
　
小
曽
根
遺
跡
　
尾
張
国
府
跡
　
下
津
城
跡
　
坂

尻
遺
跡
　
小
川
城
跡
　
恒
川
遺
跡
　
一二
ツ
寺
Ⅱ
遺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
多
賀

城
跡
　
郡
山
遺
跡
　
胆
沢
城
跡
　
道
伝
遺
跡
　
笹
原
遺
跡
　
甥
成
寺
遺
跡

安
田
遺
跡
　
大
森
鐘
島
遺
跡
　
一局
堂
遺
跡
　
漆
町
遺
跡

（
Ｃ
地
区
）

南
吉

田
葛
山
遺
跡
　
百
間
川
遺
跡
群

（原
尾
島
遺
跡
）
　

車
戸
千
軒
町
遺
跡
　
道

照
遺
跡
　
長
門
国
分
寺
跡
　
野
田
地
区
遺
跡
　
湯
川
神
社
境
内
遺
跡
　
大
宰

府
跡

（大
楠
地
区
）
　

九
州
大
学

（筑
紫
地
区
）
構
内
遺
跡
　
長
野
遺
跡

辻
田
西
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
四
）

平
城
官
跡

（第
二
二
次
南

・
第
二
七
次

・
第
二
八
次

。
第
二
九
次
）

呪
符
木
簡
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

田
　

率

木
簡
と
上
代
文
学
―
―
水
産
物
付
札
を
め
ぐ
っ
て
―
―
　
　
　
　
　
小

谷

博

泰

「漆
紙
文
書
」
出
土
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

藤

宗

諄

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
〒
四
〇
〇
円



1985年出上の木簡

滋
賀
。柿
堂
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
神
崎
郡
能
登
川
町
大
学
今
字
柿
堂

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
四
月
―

一
九
八
六
年
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
能
登
川
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本

一
博

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
秀
生
時
代
後
期
、
奈
良
時
代
末
期
を
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

柿
堂
遺
跡
は
彦
根
市
と
の
境
界
で
あ
る
愛
知
川
と
、
通
称
朝
鮮
人
街
道
と
呼

ば
れ
る
県
道
の
交
差
点
西
側
に
位
置
す
る
。
付
近
に
は
い
わ
ゆ
る
神
崎
郡
条
里

が
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
遺
存

し
て
お
り
、
標
高
は
約
九
〇
ｍ

を
測
る
。　
一
九
八
四
年
よ
り
工

場
の
拡
張
工
事
に
伴
う
事
前
発

掘
調
査
を
、
能
登
川
町
教
育
委

員
会
が
実
施
し
て
お
り
、　
一
九

八
六
年
で
終
了
の
予
定
で
あ
る
。

主
な
検
出
遺
構
は
、
条
里
方
向

に
の
っ
と

っ
た
平
安
時
代
後
期

の
溝
跡

・
掘
立
柱
建
物
跡
の
ほ
か
、
弥
生
時
代
後
期
の
自
然
河
道

・
方
形
周
溝

墓
、
奈
良
時
代
末
期
を
平
安
時
代
前
期
の
自
然
河
道
で
あ
る
。
木
筒
は
、
こ
の

河
道
よ
り
二
点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
・□〔臥
妃
織
主
寸
□
＜
」

・
□
□

小
白
在
　
＜
」
　

　

　

　

　

　

　

　

牌∞望
ω聟
∞
轟

ま
ず
文
字
は
表
裏
両
面
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
木
簡
の
形
態
と
文
字
の
関

係
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
は
セ
ッ
ト
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
長
方
形
の
材

の
一
端
を
尖
ら
せ
、
他
端
の
側
面
の
一
方
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
こ
の
形
態
は

完
形
品
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
偏
を
欠
く

「綿
織
」
の
文
字
は
、
こ
の

木
簡
が
本
来
も
う
少
し
巾
の
広
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
ま
た

「
小
白
在
」
は
ほ
ば
中
央
に
位
置
す
る
も
の
の
、

「綿
織
」
な
ど
と
同

一
人
の

手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て

「綿
織
」
で
あ
る
が
、
綿
織
主
寸
□
と
い

う
人
名
の
可
能
性
も
あ
り
、

『
日
本
書
紀
』

天
智
天
皇
四
年
二
月
条
の

「
以
ニ

百
済
百
姓
男
女
四
百
余
人
一
居
ゴ
子
近
江
国
神
前
郡
こ

と
の
関
連
が
考
え
ら
れ

る
ほ
か
、
付
近
に
鎮
座
す
る
西
郡
神
社
と
音
が
共
通
す
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

（山
本
一
博
）

(彦根西部)



4  3 2  16  5

栃
木
・
法
界
寺
跡

所
在
地
　
　
　
栃
木
県
足
利
市
樺
崎
町

調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
五
月
ぞ
六
月
、
一
九
八
五
年

一
月
ｔ

二
月
、　
一
九
八
六
年
四
月

発
掘
機
関
　
　
足
利
市
遺
跡
調
査
団

（足
利
市
教
育
委
員
会
）

調
査
担
当
者
　
一酬
沢
輝
政

・
田
村
允
彦

。
中
山
俊
彦

。
山
崎
博
章

。
大
沢

伸
啓

。
久
保
賢
史

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
ｉ
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
上
遺
構
の
概
要

法
界
寺
跡
は
、
足
利
市
街
地

よ
り
北
東
約
四

・
五
ｋｎ
の
山
間

地
に
あ
り
、　
昭
和
五
九
年

（
一

九
八
四
）
以
来
、

足
利
市

遺
跡

調
査
団
が

一
次
を
三
次
の
発
掘

調
査

（史
跡
整
備
の
た
め
の
確
認

調
査
）
を
行

っ
た
。　
そ
の
結
果
、

西
側
山
腹
に
東
面
す
る
堂
塔
跡

（
一
次
）、
そ
の
前
面

（東
側
）
の

低
地
に
は
園
池
跡

（
二
次
）
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
北
部
か
ら
は
蔵
骨
器
二
個
が

並
列
状
に
出
土
、
そ
れ
に
近
接
し
て
建
物
跡
を
確
認
し
た
。
西
方
願
生
思
想
を

表
現
し
た
、
鎌
倉
時
代
勃
期
の
浄
土
庭
園
形
式
の
寺
院
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
園

池
跡

（鶴
池
跡
）
の
西
部
に
は
立
石
を
伴
う
小
島
跡
が
あ
り
、　
西
側
池
汀
の
底

か
ら
柿
経
が
二
つ
の
塊
状
と
な
り
、
相
接
す
る
よ
う
に
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

柿
経
は
本
来

一
東
の
も
の
が
、
池
中
に
あ

っ
た
た
め
自
然
に
籠
が
は
ず
れ
二

塊
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
個
た
が
頭
を
揃
え
た
状
態
に
あ

っ
た
。
個
々
は

笹
の
葉
の
ご
と
く
薄
い
柾
目
の
材
で
、
細
長
い
短
冊
形
を
塁
し
、
頭
を
山
形
、

末
端
を
平
ら
に
整
え
、
多
く
下
方
に
余
白
を
残
し
、
片
面
に
経
典
を
書
写
し
て

い
る
。
お
お
む
ね
原
形
に
近
い
も
の
が
多
い
が
、
す
で
に
小
破
片
と
な
っ
た
も

の
も
あ
り
、
そ
の
総
数
は
二
〇
〇
〇
枚
に
近
い
。　
一
枚
の
原
形
は
長
さ
約
二
五

ｃｍ
前
後
、
幅

一
・
二
ｃｍ
な
い
し
○

・
七

ｃｍ
ほ
ど
の
も
の
で
、
墨
書
は
一
行

一
七

字
位
が
多
い
。
書
体
は
楷
書
に
近
い
字
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
判
読
可
能
な
も

の
も
あ
る
が
、
す
で
に
墨
が
薄
れ
、
あ
る
い
は
全
体
に
黒
変
が
進
行
し
て
お
り
、

読
め
な
い
も
の
も
あ
る
。
四
枚
の
釈
文
を
左
に
示
そ
う
。

「弥
勒
白
仏
言
世
専
是
人
功
徳
甚
多
無
量
無
□
（中∞伽）×
μ］
×
ゃ

「
妙
法
蓮
華
経
随
喜
功
徳
品
第
十
八
」
　

　

　

中釦マ
Ｐ聟
中

「
妙
法
蓮
幸
経
巻
第
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
∀
露
］

〇
釦
〕

(桐生及足利・栃木)



1985年出上の木簡

⑭

　

「
南
無
阿
弥
陀
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ま
ｙ
露
や
ｏ超

①
は

『
妙
法
蓮
幸
経
』
巻
第
六
の

「
随
喜
功
徳
品
」
第
十
八
中
の
経
文
で
あ

り
、
末
尾
の
□
は

「
辺
」
で
あ
る
。
本
柿
経
は

「
妙
法
蓮
華
経
」
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。　
な
お
、
前
記
の
経
文
の
解
読
に
は
、

網
千
善
荻
氏

（関
西
大
学

教
授
）
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

前
沢
輝
政

「
足
利

・
法
界
寺
址
の
調
査
」

翁
日
本
歴
史
』
四
六
一
号
　
一
九
八

六
年
）

（前
沢
輝
政
）



1985年出上の木簡

岩
手
・
胆
沢
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
水
沢
市
佐
倉
川

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
五
月
ｉ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
水
沢
市
赦
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
博
幸

。
佐
久
間
賢

・
土
沼
章

一

５
　
連退
跡
の
種
類
　
古
代
城
柵
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
初
頭
―

一
〇
世
紀
前
半

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

胆
沢
城
跡
は
、
築
地
お
よ
び
内
外
の
溝
に
よ
り
方
約
六
七
五
ｍ
に
外
郭
が
画

さ
れ
、
南
北
中
軸
線
上
の
南
か
ら
三
分
の
一
に
、
柱
列
に
よ
っ
て
方
約
八
九
ｍ

に
区
画
さ
れ
る
政
庁
域
が
位
置

し
て
い
る
。
政
庁
域
の
発
掘
調

査
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
正
殿
、

南
辺
区
画
東
半
お
よ
び
東
辺
区

画
で
実
施
さ
れ
、
三
期
変
遷
の

区
画
施
設
と
六
期
変
遷
の
正
殿

が
判
明
し
て
い
る
。
第
四
九
次

調
査
は
、
こ
の
政
庁
北
辺
区
画

施
設
中
央
部
の
構
造
を
解
明
す

る
目
的
で
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
北
辺
区
画
の
柱
列
と
ほ
ば
棟
通
り
を

一

致
さ
せ
る
梁
行
二
間
の
六
期
に
変
遷
す
る
東
西
棟
が
検
出
さ
れ
た
。
第

一
期
の

建
物
は
桁
行

一
三
間
で
南
中
央
が
開
口
す
る
。
第
三
期
以
降
は
東
西
の
非
対
称

建
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
西
棟
に
は
南
廂
が
付
く
。
ま
た
、
第
五

。
六
期
に

は
、
東
西
棟
間
に
櫓
門
的
施
設
が
付
加
さ
れ
る
。
ま
た
、
北
辺
区
画
柱
列
の
外

側
に
は
幅
二

・
一
ｉ
三

・
五
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｉ
Ｏ

・
九
ｍ
の
溝
が
位
置
す
る
。

木
衡
は
、
上
記
建
物
北
側
の
溝
か
ら
出
上
し
た
。
こ
の
地
区
の
溝
で
は
三
度

の
改
修
が
み
ら
れ
、
土
留
め
杭
に
よ
り
南
岸
を
補
修
し
た
二
期
日
の
溝
底
か
ら

木
衝
が
発
見
さ
れ
、
共
伴
遺
物
お
よ
び
層
位
関
係
か
ら
、
九
世
紀
中
葉
前
後
に

投
棄
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
政
庁
域
北
東
に
は
、
官
衝
地
区

（北
方
官
衡
）

の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
南
を
限
る
と
解
さ
れ
る
東
西
方
向
の
柱
列

お
よ
び
溝
跡
が
政
庁
区
画
北
辺
と
約

一
三
ｍ
の
間
隔
を
お
い
て
位
置
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔者

≧

①
　
　
。
「□
行
之
古
垣

一
荷

右
木
□
□
□

。
「一‐‐山‐‐日‐‐‐‐‐ＦＩ‐―‐‐―日‐‐‐‐‐―‐―‐―‐―日
‐‐‐‐日‐‐‐‐日‐‐日日日日‐‐‐‐‐‐日日日一　　　　　　　　　　　　　　　　　時∞∞
×
岸Φ
〉〈〇　　〇ω伽

下
端
に
逆
Ｖ
字
状
ｏ
切
り
込
み
が
見
ら
れ
、
二
次
的
転
用
の
可
能
性
を
も
つ
。

裏
面
は
縦
方
向
に
板
面
が
は
じ
け
、
文
字
の
判
読
が
出
来
な
い
。
な
お
、
釈
文

(】ヒ  _ヒ)



は
平
川
南
氏
の
解
読
に
依

っ
た
。

９
　
関
係
文
献

水
沢
市
教
育
委
員
会

『
昭
和
六
〇
年
度
胆
沢
城
跡
発
掘
調
査
概
報
』
盆

九
八

六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
久
間
　
賢
）

　
７２



青
森
・避
酷
城
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７２

所
在
地
　
　
　
圭目
森
県
南
津
軽
郡
浪
岡
町

調
査
期
間
　
　
北
館
と
西
館
間
の
堀
跡

　

一
九
八
四
年

（昭
５９
）
四
月
ｉ

一
九
八
五
年

一
二
月
、
北
館
北
側
の
堀
跡
　
一
九
八
五
年

六
月
ｉ
七
月

発
掘
機
関
　
　
浪
岡
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
工
藤
清
泰

・
木
村
浩

一

遺
跡
の
種
類
　
中
世
城
館
跡

遺
跡
の
年
代
　
一
五
世
紀
後
半
を

一
六
世
紀
末

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

浪
岡
城
跡
は
、
青
森
市
と
弘

前
市
の
ほ
ば
中
間
、
津
軽
平
野

の
東
側
に
位
置
し
、
浪
岡
町
市

衝
地
よ
り
約

一
ｋｍ
東
の
低
丘
陵

の
末
端
を
切
り
崩
し
、
自
然
の

河
川
と
人
工
的
な
導
水
に
よ
る

堀
に
よ
り
八
つ
の
郭
に
区
画
さ

れ
て
い
る
。
堀
は
中
土
塁
を
持

ち
二
重

。
三
重
の
形
態
を
見
せ

2  176543

(青森西部)



1985年出上の木簡

て
い
る
。
発
掘
調
査
は
一
九
七
八
年

（昭
粥
）
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
。

ω
号
木
簡
は
、
北
館
と
西
館
の
間
の
堀
跡
を
調
査
し
た
際
、
北
館
と
命
名
さ

れ
て
い
る
郭
の
北
西
辺
の
堀
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
発
掘
箇
所
の
上
部
平
場
に

は
、
桝
形
遺
構
が
み
ら
れ
、
橋
の
架

っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
遺
物
と
の

関
係
は
不
明
で
あ
る
。
伴
出
遺
物
と
し
て
は
陶
磁
器
類

。
木
製
品

・
骨
類

。
石

製
品

・
鉄
製
品

・
銭
貨

。
自
然
遺
存
体
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、
主
要
地
方
道
青
森
浪
岡
線
の
改
良
工
事
に
伴

っ
て
行
わ
れ
た
北
館
の

北
側
に
あ
た
る
堀
部
分
二
三
七
だ
の
緊
急
調
査
で
は
、
シ
ガ
ラ
ミ
状
遺
構

。
二

本
の
堀
跡
と
性
格
不
明
な
遺
構
ニ
カ
所
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
性
格
不
明

遺
構
の
一
つ
か
ら
②
号
木
衛
が
出
上
し
た
。
伴
出
遺
物
と
し
て
は
、
青
磁

・
染

付

・
美
濃
等
の
陶
磁
器
類
、
漆
器

。
折
敷

。
箸

。
曲
物
等
の
木
製
品
等
が
出
土

し
て
い
る
。

②
　
　
×
号

一
経
其

×

×
身
心

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞じ

大
き
Ｙ
Ｓ

寓
洋

⑪
は
、
光
明
真
言
全
文
が
中
左
右
中
…
と
配
さ
れ
た
も
の
で
、
文
字
部
分
が

浮
き
出
た
状
態
で
残

っ
て
い
る
。
形
態
と
合
わ
せ
る
と
、
柿
経
と
考
え
ら
れ
る
。

か
な
り
大
形
の
も
の
で
あ
る
。

②
の
文
字
は
墨
が
残

っ
て
お
ら
ず
、
墨
痕
が
わ
ず
か
に
盛
り
上
が
る
形
で
残

っ
て
い
た
。
卒
塔
婆

・
板
碑

・
盤

。
看
板
等
の
機
能
が
考
え
ら
れ
る
が
、
破
損

品
で
あ
り
、
内
容
も
不
明
の
た
め
定
か
で
は
な
い
。

９
　
関
係
文
献

浪
岡
町
教
育
委
員
会

『浪
岡
城
跡
Ⅷ
』
盆

九
八
六
年
）

同

『浪
岡
城
跡
―
主
要
地
方
道
青
森
浪
岡
線
特
殊
改
良

一
種
工
事
に
伴
う
発

掘
調
査
―
』
盆

九
八
六
年
）

（木
村
浩
一
）

:〔≦≦墨墨墨≪ミ (ミ  (NN⊆ミ (墨熙ヾヽ熙趨熙醜融剛剛饂 『

(2)

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
　
「
（梵
字
ご

卜
∞
∞
×

枷
∞
Ｘ

］
・
∽
　
　
〇
⇔
ド



山
形
・俵
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
飽
海
郡
八
幡
町
大
字
岡
島
田
字
俵
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年

（昭
５８
）
四
月
ｉ
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
安
部
　
実

。
佐
藤
庄

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
ｉ

一
一
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

俵
田
遺
跡
は
、
山
形
県
北
西
部
に
あ
た
る
庄
内
平
野
の
北
半
に
位
置
す
る
。

酒
田
市
街
よ
り
北
東
約
七
ｈ
、
飽
海
郡
八
幡
町
大
字
岡
島
田
字
俵
田
を
中
心
と

し
た
水
田
中
に
あ
り
、
遺
跡
の

北
西
約

一
・
八
ｋｍ
に
国
指
定
史

跡
城
輪
柵
跡
が
所
在
す
る
。

調
査
は
農
村
基
盤
総
合
。ハ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
に
依
る
も
の
で
、

第

一
次
調

査

を

一
九
七
八
年

田

（昭
５３
）
に
、
第
二
次
調
査
を

一

徽

九
八
三
年

（昭
５８
）
に
実
施
し

た
。
墨
書
の
あ
る
人
形
等
を
出

④
十   導

ｏ庶

糊
巨

蠍

入
”》
ｗ

一“　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
警

Ｎデみ♂中　　　＋　　　　翡〒ノ̈
ノか

S M60祭祀遺構平面図

上
し
た
Ｓ
Ｍ
六
〇
祭
祀
遺
構
は
第
二
次
調
査
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

祭
祀
遺
構
は
、
約
五
ｍ
四
方
の
範
囲
内
に
、
人
面
墨
描
土
器
、
須
恵
器
小
甕
、

木
製
の
人
形

。
刀
形

。
馬
形

・
斎
串
な
ど
の
遺
物

一
二
〇
点
が
、
祭
場
と
し
て

の
配
置
を
ほ
ば
原
形
の
ま
ま
留
め
た
形
で
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
本
遺
構
が
河



跡
か
ら
ご
く
近
い
場
所
に
あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、　
一
時
は
祭
場
と
し
て

の
配
置
が
な
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
後
の
河
の
氾
濫
に
よ
っ
て
急
激
に
埋
め
ら

れ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
稀
な
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

墨
書
は
、
人
面
墨
描
土
器

一
点
と
、
木
製
人
形
七
点
に
認
め
ら
れ
る
。
墨
書

の
あ
る
人
形
は
、
す
べ
て
人
面
墨
描
土
器
の
周
辺
か
ら
出
上
し
て
い
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

③

　

「範
鬼
坐
」

1985年出上の木簡

目憂 目憂

墨
書
の
あ
る
人
形
は
、
顔
が
倒
卵
形
を
呈
し
、
一月
の
線
が
水
平
な
い
わ
ゆ
る

怒
り
肩
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
手
の
部
分
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
股
部
は
台
形

に
切
り
込
ん
だ
後
で
折
り
取
ら
れ
て
い
る
。
表
面
に
は
す
べ
て
墨
書
に
よ
っ
て

顎
装
を
加
え
た
顔
の
表
現
が
な
さ
れ
、
裏
面
に
三
文
字
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。

人
面
墨
描
土
器
に
も

「儀
鬼
坐
」
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
形

裏
面
の
三
文
字
は
、
す
べ
て

「
犠
鬼
坐
」
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。

釈
文
に
つ
い
て
は
、　
一
応

「
イ
フ
オ
ニ
マ
ン
マ
ス
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
上

の
二
文
字
に
つ
い
て
は

「
シ
キ
」
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

木
製
模
造
品
の
一
部
は
、
八
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
大
宝
神
祇
令
に
規
定
さ

伽
Φ
∞

Ｘ

卜
Ｏ

Ｘ

∞
　
　
〇
〇
Ｐ

ヽ
∞
ω
×

枷
∞
×

Φ
　
　
Ｏ
⇔
牌

伽
〇
卜

×

枷
ヽ

〉ハ
〇
　
　
〇
ω
μ

人 形 木置製 品



れ
た
国
家
的
祭
祀
と
関
連
し
て
お
り
、　
そ
の
具
体
的
内
容
は

『延
書
式
』

に

よ
っ
て

一
応
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
式
の
四
時
祭

・
祝
詞
の
大
祓
条
に
よ
る

と
〔
稜
を
負
わ
せ
た
人
形
を
四
国
の
卜
部
が
祓
所
に
解
除
す
る
こ
と
が
み
え
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

本
遺
構
の
性
格
を
考
え
る
場
合
、
近
郊
に
あ
る
と
羽
国
府

（城
輪
柵
跡
）
と

の
関
連
は
見
逃
せ
な
い
。
官
都
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
祭
祀
が
、
地
方
行
政

機
関
を
通
じ
て
次
第
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
地
方
行
政
σ

中
心
で
あ
る
出
羽
国
府
に
お
い
て
も
同
様
な
祭
祀
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
Ｓ
Ｍ
六
〇
祭
祀
遺
構
の
時
期
は
人
面
墨
描
土
器
の
形
態
か
ら
み

て
九
世
紀
中
棄
頃
を
推
定
さ
れ
る
が
、
現
に
嘉
祥
三
年

（八
五
〇
）
に
、
全
国

に
先
駆
け
て
出
羽
国
に
陰
陽
師
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
教
育
委
員
会

『
俵
田
遺
跡
第
２
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
企山
形
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
報
告
書
第
７７
集
　
一
九
八
四
年
）

金
子
裕
之

「
人
形
―
古
代

。
中
世
の
ひ
と
が
た
」
ら
中
世
の
呪
術
資
料
』
第
四

回
中
世
遺
跡
研
究
集
会
レ
ジ
ュ
メ
　
一
九
八
四
年
）

佐
藤
庄

一
「
俵
田
遺
跡
の
祭
祀
遺
構
」
（『え
と
の
す
』
第
２６
号
　
一
九
八
五
年
）

安
部
　
実

「山
形
県
俵
田
遺
跡
第
二
次
調
査
」
３
日
本
考
古
学
年
報
３６
』
一
九

八
六
年
）

（佐
藤
庄
一
）



木

簡

研

究

第
琴

巻
頭
言
―
―
木
簡
史
の
研
究
に
つ
い
て
＝
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
　
　
晃

一
九
八
二
年
出
上
の
木
筒

概
要
　
平
城
宮

。
京
跡
　
平
城
京
二
条
大
路

・
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
　
白

亀
寺
遺
跡
　
藤
原
官
跡
　
山
田
寺
跡
　
阿
部
六
ノ
坪
遺
跡
　
長
岡
京
跡
①

長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
①
　
長
岡
京
跡
①
　
仁
和
寺
南
院
跡
　
大
坂
城
跡

梶
子
遺
跡
　
道
場
田
遺
跡
　
野
畑
遺
跡
　
穴
太
遺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
下
野

国
府
跡
寄
居
地
区
遺
跡
　
長
原
東
遺
跡
　
多
賀
扱
跡
　
払
田
柵
跡
　
日
野
川

朝
官
橋
下
流
　
桜
町
遺
跡
　
出
合
遺
跡
　
辻
井
遺
跡
　
助
三
畑
遺
跡
　
一月
脊

堀
の
内
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
田
村
遺
跡
　
一局
畑
廃
寺
　
藤
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
五
）

藤
原
宮
跡

字
訓
史
資
料
と
し
て
の
平
城
官
木
簡

―
―
古
事
記
の
用
字
法
と
の
比
較
を
方
法
と
し
て
―
―
　
　
　
　
　
小
林

平
城
官
出
土
の
衛
士
関
係
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
頭

木
簡
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

書
評

・
『草
戸
千
軒
―
―
木
術
一
―
―
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
藤

彙
報

頒
価
　
一一一五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円 清 芳

真 琢 切 規



|

二
〇
〇
円
、
〒
６‐７
京
都
府
向
日
市
寺
戸
町
南
垣
内
四
〇
の
一　
向
日
市
文

化
資
料
館
）
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木

簡

研

究

第
奪

巻
頭
言
―
―
記
紀
批
判
と
木
簡
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
木
孝
次
郎

一
九
八
三
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
二
条
大
路

。
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
　
平

城
京
左
京
八
条
三
坊
十

一
坪
　
東
大
寺
仏
飩
屋
下
層
遺
構
　
藤
原
官
跡
　
長

岡
宮

。
京
跡
　
平
安
京
右
京
八
条
二
坊
　
定
山
遺
跡
　
水
走
遺
跡
　
津
堂
遺

跡
　
一局
官
遺
跡
　
池
上

。
曽
根
遺
跡
　
万
町
北
遺
跡
　
山
垣
遺
跡
　
福
成
寺

遺
跡
　
沢
田
官
谷
遺
跡
　
長
尾
沖
田
遺
跡
　
小
川
城
遺
跡
　
道
場
田
遺
跡

官
久
保
遺
跡
　
鹿
島
湖
岸
北
部
条
里
遺
跡
　
東
光
寺
遺
跡
　
北
大
萱
遺
跡

篠
脇
遺
跡
　
北
稲
付
遺
跡
　
鯉
沼
東
Ｉ
遺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
多
賀
城
跡

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
近
岡
遺
跡
　
曽
根
遺
跡
　
前
田
遺
跡
　
美
作
国
府
跡

草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
遺
跡
　
芳
原
城
跡
　
大
宰
府
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
六
）

平
城
官
跡

（第
三
二
次
）

平
安
時
代
の
日
記
に
み
え
る
木
簡

日
本
古
代
の
人
口
に
つ
い
て

彙
報
『
木
簡
研
究
』

一
を
五
号
総
目
次

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

鎌 山
田 田

元 英
一 雄



1985年出上の木簡

“　
福
井

。
口
野
川
朝
宮
橋
下
流
出
上
の
木
簡
補
訂

本
誌
第
五
号
で
報
告
し
た
、
福
井
県
丹
生
郡
清
水
町
日
野
川
朝
官
橋
下

流
出
上
の
木
簡
は

。
「
象
馬
牛
〔�
筆
頭
車ヵ
翡
田
業
低
従
人
口
衆
多
」

。
「
出
入
息
利
乃
回
□
□
□
□
□
　
□
□
　
　
」

と
釈
読
し
た
が
、
こ
れ
は
妙
法
蓮
華
経
巻
第
二
妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四

に
見
え
る
掲
中
の
一
節

象
馬
牛
羊
　
彗
輿
車
乗
　
田
業
優
僕
　
人
民
衆
多

出
入
息
利
　
乃
遍
他
国
　
商
倍
買
人
　
無
庇
不
有

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（編
集
子
）



1985年出上の木簡

木

簡

研

究

第
曽

巻
頭
言
―
―
刀
筆
の
吏
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
直
鎮

一
九
八
四
年
出
上
の
木
衛

概
要
　
平
城
宮

・
京
跡
　
平
城
京
跡
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
　
法
貴
寺
遺

跡
　
藤
原
官
跡
　
長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
③
　
百
々
遺
跡

今
里
遺
跡
　
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
二
町
　
平
安
京
左
京
九
条
二
坊
十
三
町

水
走
遺
跡
　
西
ノ
辻
遺
跡
ω
　
西
ノ
辻
遺
跡
②
一　
坪
井
遺
跡
　
忍
ケ
丘
駅
前
遺

跡
　
普
賢
寺
遺
跡
　
大
庭
北
遺
跡
　
軽
里
遺
跡
　
堺
環
濠
都
市
遺
跡
　
池
田
寺

遺
跡
　
道
場
塩
田
遺
跡
　
新
方
遺
跡
　
川
岸
遺
跡
　
倉
見
遺
跡
　
単門
東
代
遺
跡

赤
堀
城
跡
　
朝
日
西
遺
跡
　
清
洲
城
下
町
遺
跡
　
沓
掛
城
跡
　
士
口
田
城
三
ノ
丸

跡
　
坂
尻
遺
跡
　
秋
合
遺
跡
　
郡
遺
跡
　
神
明
原

・
元
宮
川
遺
跡
　
北
条
泰
時

・
時
頼
邸
跡
　
千
葉
地
遺
跡
　
千
葉
地
東
遺
跡
　
蔵
屋
敷
遺
跡
　
小
敷
田
遺
跡

大
津
城
跡
　
上
永
原
遺
跡
　
野
々
宮
遺
跡
　
野
瀬
遺
跡
　
小
谷
城
城
下
町
遺
跡

尾
上
遺
跡
　
北
方
田
中
遺
跡
　
永
田
遺
跡
　
膳
棚
Ｂ
遺
跡
　
御
前
清
水
遺
跡

仙
台
城
三
ノ
丸
跡
　
市
川
橋
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
比
爪
館
遺
跡
　
大
浦
遺
跡

払
田
柵
跡
　
馬
場
屋
敷
遺
跡
　
百
間
川
当
麻
遺
跡
　
鹿
口
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町

遺
跡
　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
　
井
上
薬
師
堂
遺
跡
　
荒
堅
目
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
七
）

平
城
官
跡

（第
三
九
次
）

公
式
様
文
書
と
文
書
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
庄
八

中
国
に
お
け
る
最
近
の
漢
簡
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
脩

英
国
出
上
の
中
―
マ
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
琢

木
簡
史
料
紹
介
―
牛
札
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
上
英

一

彙
報

頒
価
　
一一一八
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円



番妬
場ば

遺
跡

新
潟

。

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
大
字
小
木
字
番
場

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
四
月
、　
一
九
八
五
年
五
月
ｉ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
潟
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
坂
井
秀
弥

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
中
期

・
鎌
倉
時
代
を
江
戸
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

番
場
遺
跡
は
信
濃
川
の
小
支
流
で
あ
る
島
崎
川
の
谷
に
位
置
し
、
背
後
に
低

い
丘
陵
を
ひ
か
え
る
。
標
高
約
四
〇
ｍ
で
あ
る
。
丘
陵
裏
手
す
ぐ
に
は
小
木
ノ

城
下
と
考
え
ら
れ
る
小
木
の
集

一＼
塾
ヽ
櫂
４
Ｓ
一翠
　
　
落

（字
「
客
ア
し
が
あ
り
、
そ

の
要
害
小
木
ノ
城
と
は
約
三
ｋｍ

離
れ
て
い
る
。

調
査
は
国
道

一
一
六
号
出
雲

崎
バ
イ
パ
ス
の
建
設
に
伴
い
、

一
九
八
四
年
四
月
に
確
認
調
査

（当
遺
跡
の
発
見
）、
翌
年
五
月

ぞ
八
月

に
本
調
査

（約
四
四
〇

０
２じ

が
実
施
さ
れ
た
。

遺
跡
は
平
安
時
代
中
期
の
鍛
冶
工
房
、
鎌
倉
時
代

。
南
北
朝
時
代
を
中
心
と

す
る
屋
敷
跡

・
水
田
跡
で
、
後
者
が
主
体
を
な
す
。
木
簡
も
こ
の
時
期
の
も
の

で
あ
る
。
屋
敷
跡
の
中
心
を
な
す
の
は
、
斜
面
を
削
平
し
て
建
て
ら
れ
た
四
間

×
六
間
の
四
面
廂
を
も
つ
総
柱
の
掘
立
柱
建
物
で
、
こ
の
ほ
か
に
掘
立
柱
建
物

数
棟
、
井
戸
数
基
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
有
力
者
層
の
屋
敷
を
形
成
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
屋
敷
に
接
し
た
低
い
部
分
に
水
田
跡
が
あ
り
、
そ
の
上
手
に
水

田
の
用
水
源
と
み
ら
れ
る
横
井
戸
が
存
在
す
る
。
木
簡
は
横
井
戸
周
辺
か
ら
二

点
、
水
田
跡
縁
辺
か
ら
二
点
出
上
し
た
が
、
文
字
が
判
読
で
き
る
の
は
横
井
戸

周
辺
の
一
点
の
み
で
あ
る
。

８
　
木
衛
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「（符
篠
）急
く
如
律
令
」

牌
μ
ヽ

×

］
∞
×

∞
　
　
〇
枷
μ

（
坂
井
秀
方
）

(出雲崎)

あう
ヘー ム



と

だ

島
根
。富
田
城
跡

奢
谷
地
５

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
能
義
郡
広
瀬
町
富
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
三
月

８
　
発
掘
機
関
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
鳥
谷
芳
雄

５
　
遠退
跡
の
種
類
　
城
館
跡

・
集
落
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
室
町
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

富
田
城
跡
は
、
飯
梨
川
の
東
岸
、
標
高

一
八
四
ｍ
の
月
山
を
中
心
と
し
た
山

城
跡
で
、
国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
。
周
辺
に
は
富
田
城
に
関
連
し
た
中

・
近
世

こ
れ
ら
遺
跡
群
の
総
合
整
備
計

画
を
策
定
す
る
目
的
で
、
昭
和

五
四
年
度
か
ら
四
カ
年
を
か
け

て
周
辺
地
区
の
発
掘
調
査
を
実

施
し
た
。
菅
谷
地
区
は
五
六
年

度
の
調
査
区
で
あ
る
。
同
地
区

は
月
山
の
北
側
に
位
置
し
、
新

(松 江)

宮
谷
入
日
か
ら
南
側
に
伸
び
る
小
さ
な
谷
で
あ
る
が
、
月
山
中
腹
の
山
中
御
殿

平

へ
通
じ
る
入
日
の
一
つ
と
し
て
富
田
城
の
防
禦
上
重
要
な
と
こ
ろ
と
さ
れ
て

い
る
。
発
掘
調
査
の
範
囲
は
ご
く

一
部
に
限
ら
れ
た
が
、
屋
敷
跡
と
み
ら
れ
る

石
列
遺
構

（時
期
不
明
）
が
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
は
、
谷
の
入
口
部
分
よ
り
出

上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「惣
右
衛
門
納
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸Φ露
∞マ
枷～

８
岸

当
木
簡
に
は
年
紀
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
使
用
年
代
を
明
確
に
し
が
た
い
が
、

書
体
な
ど
か
ら
す
る
と
、
近
世

（江
戸
時
代
前
半
か
）
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
木

簡
が
出
土
ｔ
た
附
近
は
も
と
城
安
寺
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
と
さ
れ
る
か
ら
、
あ
る

い
は
こ
れ
に
関
係
し
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

島
根
県
教
育
委
員
会

『史
跡
富
田
城
関
連
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
全

九

八
三
年
）

（鳥
谷
芳
雄
）

88



1985年出上の木簡

文
字
資
料
で
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

去
る
七
月
二
四
日
を
二
六
日
、
第

一
四
回
古
代
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が

栃
木
県
鹿
沼
市
で
開
か
れ
た
。
そ
の
中
で

「
在
地
社
会
と
文
字
資
料
―
東

国
を
中
心
と
し
て
―
」
と
題
し
て
、
関
東
地
方
の
文
字
瓦

・
墨
書
土
器

・

漆
紙
文
書

・
木
簡
を
題
材
と
し
た
報
告
が
九
本
準
備
さ
れ
、
レ
ジ

ュ
メ
集

が
作
ら
れ
た
。

|

|

|

1

‐―邁



1985年出上の木簡

『
平
城
宮
木
簡
　
四
』
の
刊
行

平
城
宮
跡
出
土
木
筒
の
正
報
告
書
と
し
て
の
第
四
集
が
刊
行
さ
れ
た
。

対
象
と
な
る
の
は
昭
和
四

一
年
に
官
の
東
南
隅
で
実
施
さ
れ
た
第
三
二
次

補
足
調
査
で
出
上
し
た
木
簡
で
あ
る
。
同
調
査
で
は
官
の
南
を
限
る
大
垣

の
北
を
流
れ
る
東
西
濤
か
ら

一
万
三
千
点
を
こ
え
る
大
量
の
木
簡
が
出
土

し
た
。
削
居
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
と
は
い
え
、
式
部
省
で
行
わ
れ
る
考

課

・
選
叙
の
関
係
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
す
で
に

『
平
城

官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
①
の
中
に
釈
文
の
一
部
が
略
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
正
報
告
書
に
あ
た
る
。
同
調
査
の
一
万
三
千
点
余
の
木
筒

を

一
冊
で
ま
と
め
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
三
分
冊
に
分
け
て
刊
行
す
る

こ
と
と
な
り
、
『
平
城
宮
木
簡

四
』
は
そ
の
第

一
分
冊
で
あ
る
。
約
二
千

五
百
点
の
木
筒
の
写
真
図
版
と
別
冊
の

「
解
説
」

よ
り
な
り
、
「解
説
」

に
は
遺
構
の
概
要

・
考
選
木
簡
の
分
析

・
釈
文
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
発
行

（
コ
ロ
タ
イ
プ

図
版

一
二
〇
枚
　
解
説

Ａ
五
版

・
本
文

四

一
四

頁
　
一
九
八
六
年
三
月
刊
　
頒
価
二
五
、
○
○
○
円
、
〒

一
、
五

〇
〇
円
　
解
説
の
み
三
、
六
〇
〇
円
、
〒
四
〇
〇
円
）

奈
良
市
橋
本
町
三
六
番
地
　
い
明
新
印
刷



福
岡
・
如
法
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
豊
前
市
大
宇
山
内

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
七
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
前
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
酒
井
仁
夫

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
期
？
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

如
法
寺
遺
跡
は
、
豊
前
市
衛
地
よ
り
南
に
約
八
ｋｍ
の
小
高
い
山
に
囲
ま
れ
た

谷
間
に
あ
る
。
こ
の
寺
は
も
と
、
求
菩
提
山
護
国
寺

（天
台
を０

の
末
寺
の
一

つ
、
写
経
所
と
考
え
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
発
掘
調
査

は
、
求
菩
提
山
と
共
に
国
の
史

跡
指
定
申
請
の
た
め
の
、
事
前

調
査
で
あ

っ
た
。

調
査
前
か
ら
、
経
筒
の
破
片

等
が
採
集
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め

遺
構
の
存
在
が
予
測
さ
れ
て
い

た
。
調
査
で
は
、
平
安
時
代
末

の
遺
構
や
遺
物
、
そ
れ
に
鎌
倉
時
代
初
期
の
遺
物
な
ど
も
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
は
、
成
就
院
と
い
う
地
名
の
場
所
で
検
出
さ
れ
た
遺
物
包
含
層
か
ら
出

上
し
た
。
地
層
の
下
は
地
下
水
の
浸
透
が
あ
り
、
木
質
類
の
保
存
状
態
は
良
好

で
あ

っ
た
。
木
筒
と
共
に
、
多
く
の
護
摩
に
投
入
さ
れ
る
乳
木
な
ど
が
検
出
さ

れ
た
。

８
　
木
衝
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
有
漏
無
漏
□
除
尊
□
有
漏
非
□
漏
□

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞〇
×
（Ｐω）
Ｏμψ

不
空
訳

「
九
品
往
生
阿
弥
陀
三
摩
地
集
陀
羅
尼
経
」
に

「
離
有
漏
永
入
無
漏
」

と
あ
る
な
ど
、
有
漏

・
無
漏
は
私
教
語
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
は
経
巻
片
で
あ
る

＞９
。

９
　
関
係
文
献

豊
前
市
教
育
委
員
会

『
如
法
寺
　
豊
前
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
集
』

（
一
九
八
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
松
敏
美
）

(中 津)



奈
良

。
平

城

宮

跡

第

四

一
次
調
ａ

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
七
年

（昭
４２
）
七
月
ｉ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
山
信
三

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衡
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
四

一
次
調
査
地
は
平
城
官
第

一
次
大
極
殿
院
築
地
回
廊
東
南
隅
付
近
で
、

第

一
次
朝
堂
院
区
画
施
設
と
の
接
合
部
を
含
む
地
域
で
あ
る
。
面
積
は
四
二
〇

〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
大
極
殿
院
東
面
築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
五
五
〇
〇
、
南
面

築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
五
六
〇
〇
、
朝
堂
院
の
東
北
隅
部
分
を
区
画
す
る
掘
立
柱
塀
で
、

後
に
築
地
に
改
作
さ
れ
る
Ｓ
Ａ
五
五
五
〇

・
五
五
五

一
、
宮
内
基
幹
排
水
路
の

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
、
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
を
東
に
移
動
し
て
設
け
ら
れ
た
南
北

溝
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
、
Ｓ
Ｃ
五
五
〇
〇
の
西
側
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
三
七
九
〇
、
東
側
雨

落
溝
Ｓ
Ｄ
五
五
七
五
、
Ｓ
Ｄ
五
五
七
五
か
ら
南
東
に
流
れ
て
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
に

注
ぐ
Ｓ
Ｄ
五
五
八
四
、
大
極
殿
院
内
の
排
水
を
受
け
Ｓ
Ｃ
五
六
〇
〇
を
横
断
す

る
暗
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
五
六
、
Ｓ
Ｄ
五
五
五
六
か
ら
東

へ
折
れ
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
に
流

入
す
る
暗
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
五
五
、
Ｓ
Ｄ
五
五
五
六
を
改
作
し
た
Ｓ
Ｄ
五
五
六

一
、

Ｓ
Ｄ
五
五
六

一
か
ら
東

へ
折
れ
る
暗
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
六
〇
、
Ｓ
Ｄ
五
五
六
〇
か
ら

東

へ
延
び
て
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
に
流
入
す
る
開
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
五
八
、
Ｓ
Ｃ
五
五
〇

〇
を
横
断
し
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
に
排
水
す
る
東
西
暗
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
六
二
、
Ｓ
Ｄ
五

五
六
二
の
北
で
同
じ
く
Ｓ
Ｃ
五
五
Ｏ
Ｏ
を
横
断
す
る
暗
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
六
三
、
Ｓ

Ｄ
五
五
六
三
か
ら
東

へ
延
び
て
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
に
流
入
す
る
開
渠
Ｓ
Ｄ
五
五
六

四
、
第
二
次
大
極
殿

・
朝
堂
院
地
域
か
ら
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
に
流
入
す
る
東
西
溝

Ｓ
Ｄ
五
四
九
〇

。
Ｓ
Ｄ
五
五
〇
五
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
Ｓ
Ａ
五
五
五
〇

・

五
五
五

一
は
霊
亀
頃
以
降
に
設
け
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
い
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
が
東
に

移
動
し
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
と
な
る
。
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木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
、
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
、
Ｓ
Ｄ
三
七

一

五
の
西
岸
に
あ
ヶ
、
同
溝
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
土
羨
Ｓ
Ｋ
五
五
三
五
、
Ｓ

Ｄ
五
五
六
四
、
Ｓ
Ｄ
五
四
九
〇
の
五
カ
所
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
は
幅

一
・
六
ぞ
二

・
六
ｍ
、
深
さ
○

。
六
ｍ
で
、
木
簡
か
ら

和
銅
年
間
に
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。　
一
一
点
出
上
し
た
が
断
片
が
多
い
。

Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
は
幅
二
ｉ
三
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
で
、
堆
積
土
は
上
下
三
層
に
大

別
で
き
る
が
、
水
流
の
た
め
か
乱
れ
が
あ
り
、
層
位
に
よ
る
時
期

。
内
容
の
区

分
は
で
き
な
い
。
七
六
五
点
出
土
し
た
が
上
層
か
ら
の
出
上
が
多
い
。
木
簡
の

年
紀
か
ら
溝
が
霊
亀
頃
か
ら
奈
良
末
ま
で
存
続
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｓ
Ｋ
五
五
三
五
は
幅

一
・
八
ｍ
、
深
さ
○

。
三
ｍ
の
不
整
形
の
上
羨
で
、
霊

亀
元
年

（七
一
五
）
銘
の
あ
る
も
の
を
含
む

一
七
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｄ
五
五
六
四
は
幅
二
ｉ
三
ｍ
、
深
さ
○

。
六
ｍ
で
、
堆
積
状
況
か
ら
す
る

と
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
が
逆
流
し
た
形
跡
が
あ
り
、
木
簡
の
性
格
も
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五

の
も
の
と
同
類
と
み
な
し
う
る
。
八
点
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｄ
五
四
九
〇
は
幅

一
ｍ
、
深
さ
○

・
二
ｍ
あ
る
。
木
簡
は
七
三
点
出
上
し

た
が
判
読
不
能
の
も
の
が
多
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
か
ら
内
容
的
に
興
味
深
い
も
の
が
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
は
兵
衛
府

。
中
衛
府
に
関
す
る
も
の
が
注
意
さ
れ
る
。
兵
衛
府
か
ら

中
衛
府
に
宛
て
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
中
衛
府
あ
る
い
は
そ
の
関
連
の
官
衡

・

施
設
で
廃
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
人
名
を
列
記
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
中
衛

の
交
名
で
あ
ろ
う
か
。
中
衛
府
は
神
亀
五
年

（
七
一一八
）
か
ら
大
同
二
年

（
八
〇

七
）
ま
で
存
続
し
、
内
裏
周
辺
の
警
衛
や
供
奉
に
従

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の

で
、
木
簡
が
廃
棗
地
点
か
ら
あ
ま
り
流
下
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
出
土
地
近
辺

に
中
衛
府
の
詰
所
的
施
設
の
あ

っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

付
札
で
は
貢
進
物
荷
札
は
少
な
く
、
海
産
物
等
の
食
料
品
の
物
品
付
札
が
多

い
。
出
上
場
所
か
ら
み
て
内
裏
な
ど
で
の
宴
会
用
の
食
料
品
で
あ

っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

こ
の
ほ
か

『続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
六
月
乙
巳
条
の
任
官
記
事
と
ほ
と

ん
ど

一
致
す
る
記
載
の
あ
る
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。

年
紀
の
知
ら
れ
る
も
の
は
神
護
景
雲
三
年
が
右
記
の
も
の
を
含
め
三
点
、
宝

亀
元
年
が

一
点
あ
り
、
他
の
木
簡
も
こ
の
時
期
頃
の
も
の
と
み
て
矛
盾
し
な
い
。
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一
升
人
給
□
□
爾
酌
庁
回

④
　

「熱
海
鼠
」



1977年以前出上の木簡

『
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪

発
掘
調
査
報
告
』
の
刊
行

現
在
、
奈
良
市
庁
の
南
西
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
所
に
復
原

。
整
備
さ
れ
て
い

る
特
別
史
跡

・
宮
跡
庭
園
の
発
掘
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
調
査
は

昭
和
五
〇
を
五
九
年
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
、総
面
積
六
六
〇
〇
ド
に
及
ぶ
。

京
内
の
一
坪
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
坪
の
中
央
に
屈
曲
し
た

石
組
の
園
池
が
発
見
さ
れ
、
奈
良
時
代
の
庭
園
の
実
例
と
し
て
貴
重
な
遺

跡
で
あ
る
。
発
掘
調
査
で
は

一
〇
二
点
の
木
簡
が
出
上
し
て
お
り
、
和
釦

年
間
の
貢
進
物
の
荷
札
や
、
「北
官
」
「竹
野
王
子
」
「御
郭
物
」
「中
務
省
」

な
ど
注
目
す
べ
き
語
旬
を
記
す
木
簡
が
多
い
。
特
に

「
北
官
」
は
長
屋
玉

室
の
吉
備
内
親
王
邸
と
考
え
ら
れ
、
古
代
史
研
究
に
お
い
て
も
興
味
深
い

内
容
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
京
左
京

三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
概
報
』

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

口
。
９
な
ど
に
略
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
本
報
告
で
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
、

一
点
ご
と
に
解
説
を
付
け
て
お
り
有
益
で
あ
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
報
告
』

（
Ａ
四
版

。
本
文

一
一
六
頁

。
図
版
四
〇
枚
二

九
八
六
年
三
月
刊
）

頒
価
　
四
、
五
〇
〇
円
　
〒
四
五
〇
円
　
真
陽
社



1977年以前出土の木簡
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『
払
田
柵
跡

I
I政
庁
跡
ー
』
刊
行
さ
れ
る

｝

｛
 

-
｛

秋
田
県
仙
北
郡
仙
北
町
に
あ
る
、
古
代
城
柵
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
払
田

一

柵
跡
の
政
庁
地
区
部
分
の
正
式
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
扱

っ
て
い
る
の

-

～
は
一
九
七
七
年
か
ら
八
一
＿
一
年
ま
で
に
実
施
し
た
第
―
ニ
・
一
―
――
・ニ

八
・

{

三
五
•
四
七
•

五
三
次
お
よ
び
補
足
調
査
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
の
結

｝

一
果
、
払
田
柵
跡
は
外
郭
、
内
郭
と
政
庁
跡
の
複
郭
構
造
を
な
し
て
い
る
こ

｛

｛
と
や
、
政
庁
の
構
造
・
変
遷
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

}

一

内
容
は
、
第
ー
章
遣
跡
の
概
要
、
第

II章
払
田
柵
跡
を
め
ぐ
る
研

（

｛
究
史
、
第
Ill章
調
査
の
経
過
と
記
録
の
方
法
、
第

IV章
遺
構
、
第
＞

｝

〈
章

遣

物

、

第

VI章
考
察
、
第
珊
章
結
語
、
別
編
、
付
図
、
か
ら
な

〈

｛
る
。
「
別
編
」
に
は
、
木
簡
三
二
点
を
は
じ
め
、
多
数
の
嬰
古
・
刻
轡
土

｝

二
益
な
ど
を
収
録
し
た

「
出
土
文
字
集
成
」
と
「
払
田
柵
跡
関
係
文
献
目
録
」

｝

｛
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

｛

秋
田
県
教
育
委
員
会
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
編
集
、
秋
田
県
埋
蔵
文
化

}

一

財
振
興
会
発
行
‘
-
―10
五
頁
、
頒
価
五
、
五

0
0円
、
〒
五

0
0円

｝

ー

し

、

／

＼

，

t

‘

!

‘

‘

,

‘

/

(

（

（

i
'
‘
、
、
,
、
(
（
（
（
(
(
（
＇
‘
‘
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木

簡

学

会

会

則

第

一
条
　
本
会
は
木
簡
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
は
奈
良
県
内
に
置
く
。

第
二
条
　
本
会
は
木
簡
に
関
す
る
情
報
を
蒐
集

。
整
理
し
、
木
簡
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
研
究

・
保
存
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
の
普
及

を
は
か
り
、
史
料
と
し
て
の
活
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
事
業
を
行
う
。

１
　
木
簡
に
関
す
る
情
報
の
蒐
集
お
よ
び
整
理

２
　
研
究
集
会
の
開
催

３
　
会
誌

『
木
簡
研
究
』
そ
の
他
の
刊
行

４
　
発
掘
調
査
組
織
、
そ
の
他
関
連
す
る
学
会

。
機
関
と
の
連
絡
お

よ
び
協
力

５
　
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
　
木
簡
の
調
査

・
研
究
に
従
事
し
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
は
会

員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
一　
本
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
会
貝
二
名
の
推
薦
を
必
要
と

し
、
委
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〓
一　
会
員
は
所
定
の
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
費
の
額
は

総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

四
　
会
員
は
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
有
し
、
会
誌
の
配
布
を
う
け
、
そ

の
他
の
前
条
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
会
員
に
本
会
の
目
的
の
遂
行
を
さ
ま
た
げ
る
行
為
の
あ

っ
た
場
合
に

は
、
委
員
会
は
こ
れ
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
　
本
会
は
次
の
役
員
を
お
く
。

１
　
会
長

一
名

２
　
副
会
長
二
名

３
　
委
員
若
千
名

４
　
監
事
二
名

第
七
条
　
委
員

。
監
事
は
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
、
任
期
は
二
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
は
さ
ま
た
げ
な
い
。

一
一　
委
員
は
委
員
会
を
組
織
し
、
会
則
に
も
と
づ
き
会
務
を
処
理
す
る
。

〓
一　
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
委
員
会
の
互
選
に
よ
る
。
会
長
は
本
会
を

代
表
し
、
会
務
を
総
括
す
る
。
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
す
る
。

四
　
監
事
は
会
計
お
よ
び
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

第
八
条
　
本
会
は
毎
年

一
回
総
会
を
開
く
。

第
九
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
お
よ
び
寄
付
金
を
も
っ
て
あ
て
、
総
会
に
お
い

て
会
計
報
告
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
条
　
こ
の
会
則
の
変
更
は
総
会
に
お
い
て
議
決
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十

一
条
　
委
員
会
は
会
務
運
営
の
た
め
、
幹
事
若
千
名
を
委
嘱
し
、
ま
た
細

則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



彙

報

第
七
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
七
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、　
一
九
八
五
年

一
二
月
七
日

・
八
日

両
日
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
講
堂
に
お
い
て
、
約

一
四

〇
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
平
城
官
跡
、
平
安
京
跡
、
柚

井
遺
跡
全
一重
）、
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
（滋
賀
）、
神
明
原

・
元
官
川
遺
跡
（静
岡
）

等
出
上
の
木
簡
や
、
飛
蔦
京
跡
出
土
木
簡
の
写
真
が
発
掘
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
展
示
さ
れ
、
関
心
を
よ
ん
だ
。

◇

一
二
月
七
日

（土
）

（午
後
一
時
を
五
時
三
〇
分
）

第
七
回
総
会

（議
長
　
林
　
紀
昭
氏
）

最
初
に
岸
俊
男
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
情
報
収
集
に
関
す
る
会
員
の
協
力

要
請
と
、
保
存
処
理
の
重
要
性
に
対
す
る
提
言
が
あ

っ
た
あ
と
、
林
紀
昭
氏

を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

会
務

・
編
集
報
告

（鬼
頭
清
明
委
員
）

一
年
間
の
活
動
と
現
状
に
つ
き
、
会
員
は
新
入
会
員

一
七
名
を
加
え
て
二

〇
八
名
と
な
っ
た
こ
と
、
会
誌
七
号
の
編
集
状
況
、
七
号
の
売
価
を

一
冊
三

八
〇
〇
円
、
送
料
四
〇
〇
円
と
決
定
し
た
こ
と
等
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
。

会
計
報
告

（岩
本
次
郎
委
員
）

一
九
八
四
年
度
の
収
支
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
ひ
き
つ
づ
い
て
関
晃
監

事
よ
り
会
計
執
行
は
正
当
で
あ
る
旨
の
会
計
監
査
報
告
が
あ

っ
て
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

研
究
集
会

（司
会

狩
野
　
久
氏
）

中
国
簡
贖
研
究
の
現
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
学
勤

木
簡
と
紙
と
の
接
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
枝
　
晃

李
氏
の
発
表
は
本
誌
に
収
載
し
た
。
藤
枝
氏
の
発
表
は
、
欧
州
所
在
の
敦

埋

・
ト
ル
フ
ァ
ン
資
料
の
調
査
を
摩
ま
え
、
木
簡
と
紙
の
使
い
分
け
や
木
簡

と
写
経
の
寸
法
と
の
共
通
点
を
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
集
会
終
了
後
、
グ
リ
ル
友
楽
で
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

◇

一
二
月
八
日

（
日
）

（年
前
九
時
を
午
後
三
時
三
〇
分
）

研
究
集
会

（司
会
　
佐
藤
宗
諄
・
原
秀
三
郎
氏
）

一
九
八
五
年
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
野
和
己

柚
井
遺
跡
出
土
木
簡
補
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
原
永
遠
男

飛
蔦
京
跡
出
上
の
木
衝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
田
　
博

・
岸
　
俊
男

館
野
報
告
は
、　
一
九
八
五
年
に
出
土
し
た
木
簡
と
八
四
年
以
前
出
土
で
未

報
告
の
木
簡
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
栄
原
報
告
に
つ
い
て
は
本
誌
を

参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
館
野
報
告
に
関
連
し
て
、
参
加
さ
れ
た
関
係
者
か
ら
、

神
明
原

・
元
官
川
遺
跡

（静
岡
）、
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

（滋
賀
）、
平
安
京
、

下
野
国
府

（栃
木
）
に
つ
い
て
の
追
加
報
告
が
あ

っ
た
「



昼
休
み
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
た
亀
田

・
岸
報
告
は
、

『
日
本
書
紀
』
天
武

‘
持
統
紀
の
記
事
に
関
連
す
る
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
木
簡
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。

各
報
告
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
活
発
な
質
議
討
論
が
あ
り
、
総
括
討
議

で
締
め
く
く

っ
た
。
ま
た
昼
休
み
に
は
、
平
城
宮
第

一
六
九
次
の
調
査
で
出

土
し
た
大
嘗
宮
の
遺
構
を
見
学
し
た
。
最
後
に
平
野
副
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
参
加
者

へ
の
謝
辞
と
と
も
に
、
新
入
会
の
申
込
み
は
九
月
末
ま
で
に
手

続
き
を
終
え
て
ほ
し
い
こ
と
、　
一
層
の
情
報
収
集
を
め
ざ
す
べ
き
こ
と
な
ど

の
伝
達

・
提
言
が
あ

っ
て
会
を
閉
じ
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
八
五
年

一
二
月
七
日

（土
）
　

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立
ち
、
新
入
会
員
四
名
の
承
認
、
会
務

・
編
集
の
状
況
、
総
会

・
研
究
集
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
府
上
、
新
入
会
の
申

込
み
は
九
月
末
必
着
、　
一
〇
月
の
委
員
会
で
承
認
の
運
び
と
し
、　
三

一月
の

委
員
会
で
は
新
入
会
員
の
承
認
を
議
題
と
し
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま

た
各
地
で
情
報
収
集
に
あ
た
る
人
材
を
確
録
す
る
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。

◇

一
九
八
六
年
六
月
五
日

（木
）
　

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
九
名
の
承
認
、　
一
九
八
五
年
度
の
会
計
報
告
の
他
、

『木
簡
研

究
』
八
号
の
編
集
、
八
六
年
度
総
会

・
研
究
集
会
の
予
定
に
つ
い
て
討
議
し

た
。

◇

一
九
八
六
年

一
〇
月
二
七
日

（月
）
　

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
四
名
の
承
認
、
会
務
の
現
状
、　
一
九
八
五
年
度
の
会
計
、
八
六

年
度
前
半
の
会
計
、
会
誌
八
号
の
編
集
状
況
、
総
会

・
研
究
集
会
の
日
程
等

が
討
議
さ
れ
た
。
ま
た
次
期
委
員
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
、
六
五
歳
定
年
を

実
施
し
、
委
員
が
在
任
中
六
五
歳
に
達
し
た
時
は
任
期
切
れ
を
以
て
引
退
す

る
と
い
う
方
向
で
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
地
方
公
共
団
体
保
管
の
木
筒
に
つ
い

て
は
、
憂
慮
す
べ
き
保
存
状
態
に
あ
る
も
の
も
み
ら
れ
る
の
で
、
早
急
に
学

会
と
し
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
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